
み
ん
な
の
願
い

天
ま
で
届
け

弟の肩を抱き寄せ
寄り添いながら天筆焼きを見つめる
被災地福島県の兄弟

「みんながずっと笑えるように」
二人の願いは
炎と共に夜空へ舞い上がった

東日本大震災から間もなく１年
もう一度願おう
復興を　みんなの笑顔を

東北は、必ず立ち上がる

２月18日 ／太田の火まつり  天筆焼き

2 0 1 2

3
vol.166広

報
だ
い
せ
ん

び よ      りおおきなせなかに — 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち



A  Hot  Stock

今号の 注 目 株

応 募 方 法 あ て 先

レプ ゼ トン
読者

— お便り送って商品ゲット —
締め切り日

平成 24 年 3 月号   第 166 号

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は当選通知の
発送をもって代えさせていただきます。

〒 014−8601（住所不要）だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187−63−1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

3 月 31 日（消印有効）

地元素材を使った手作りパン屋さん　質の高い商品をご賞味ください

太田地域の県道角館六郷線沿いの手作りパンの店「ヴァンヴェール」の季節限
定ジャムとパンの詰め合わせを３人の方にプレゼントします。

　フランス語で〝緑の風〟を意味する店名。自然豊かな地で、飾ることなく、余計なも
のを加えず素材と材料にこだわり、確かな技術で一つ一つ丁寧に仕上げた逸品です。
　「時代遅れの作り方ですが、質の高いパンを作っています」と店主の倉田伸治さ
ん。「早起きのパン屋さん」の代名詞どおり、夜中３時から生地作りが始まります。
材料と作り方で味が変わるパン。「できる範囲で、よいものを、よい作り方を選ん
でいます」と妥協がありません。店頭に並ぶ20種類のパン以外に、自然の恵みいっ
ぱいのおいしいジャムも作っています。すべて無着色の手作りで、自家農園で採れ
た素材を生かした季節限定のジャムもあります。
　発酵促進剤や防腐剤を使用せず、自然な味わいのパンは主に店頭販売のみで、売
れ切れ次第営業終了。「作りたてをその日のうちに食べてもらいたい」と倉田さん。
地元素材にこだわり、愛情こもった商品を味わってはいかがでしょうか。
　なお、プレゼントの当選者は直接ご来店できる方に限ります。

Vent vert　ヴァンヴェール
季節限定ジャムとパンの詰め合わせ

【問い合わせ】ヴァンヴェール
太田町横沢山道南81　☎0187-88-2900

【営業時間】 10:00～16:00（売れ切れ次第終了）
【休　　日】 土・日・祝日
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一
家
団
ら
ん
、夕
方
の〝
顔
〞に
起
用

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
毎
週
月
曜
か
ら

金
曜
の
午
後
６
時
10
分
に
放
送
し
て
い
る

「
ニ
ュ
ー
ス
こ
ま
ち
」
が
新
年
を
機
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。一
家
団
ら
ん
の
時
間
帯
で
あ
る

夕
方
、
地
域
ニ
ュ
ー
ス
の
新
し
い
女
性
キ
ャ

ス
タ
ー
と
し
て
、
神
岡
出
身
の
岡
弘
子
さ
ん

が
テ
レ
ビ
に
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

番
組
の
顔
に
起
用
さ
れ
た
彼
女
。「
ニ
ュ

ー
ス
こ
ま
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
覧

い
た
だ
い
て
い
る
番
組
な
の
で
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て

常
に
全
力
投
球
で
秋
田
の
〝
今
〞
を
お
伝
え

し
ま
す
」
と
、
そ
の
言
葉
か
ら
新
た
な
仕
事

へ
の
使
命
感
が
感
じ
取
ら
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
胸
に
Ｕ
タ
ー
ン

　

神
岡
で
生
ま
れ
育
っ
た
岡
さ
ん
、
高
校
卒

業
後
は
、
東
京
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

「
あ
の
頃
は
、秋
田
を
出
た
か
っ
た
ん
で
す
。

十
代
の
私
に
と
っ
て
、
秋
田
は
刺
激
が
少
な

い
と
感
じ
て
い
た
ん
で
す
ね
。だ
か
ら
、
東

京
へ
の
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
東
京
で
過
ご
す
う
ち
に
、
秋
田

を
恋
し
い
と
思
う
気
持
ち
が
日
に
日
に
強

く
な
り
ま
し
た
。秋
田
に
は
家
族
が
い
て
、

友
達
が
い
て
、見
慣
れ
た
風
景
が
あ
る
…
。

　

そ
ん
な
時
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
が
キ

ャ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
。見
事
合
格
し
ま

し
た
。「
実
は
東
京
の
企
業
に
就
職
が
内
定

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
秋
田
に
戻
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
、
ま
っ
た
く
迷
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
」

あ
り
っ
た
け
の
秋
田
へ
の
愛
で

　

平
成
20
年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
で

キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
、
ま
も
な
く
４
年
に
な

り
ま
す
。最
初
に
担
当
し
た
「
ひ
る
ま
え
こ

ま
ち
」
で
は
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
ど
う

楽
し
く
伝
え
る
か
を
考
え
、
気
象
担
当
の
時

は
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け

て
き
ま
し
た
。「
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
で
得
た

経
験
や
反
省
な
ど
、
４
年
間
の
す
べ
て
を
結

集
さ
せ
て
ニ
ュ
ー
ス
こ
ま
ち
に
取
り
組
み

ま
す
」と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
範
囲

に
目
を
向
け
て
、
ふ
る
さ
と
秋
田
と
向
き
合

っ
て
い
き
ま
す
」と
力
強
く
話
す
岡
さ
ん
。

　
「
と
に
か
く
ど
ん
ど
ん
取
材
に
出
て
、
自

分
の
目
で
見
て
肌
で
感
じ
た
こ
と
を
、
背
伸

び
せ
ず
自
分
の
言
葉
で
伝
え
、
一
人
の
秋
田

県
民
と
し
て
み
な
さ
ん
と
〝
思
い
〞
を
共
有

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
」
と
地
元
出
身
者
と

し
て
の
感
性
を
前
面
に
出
し
て
番
組
作
り

に
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

　

１
月
24
日
、
仙
北
地
域
振
興
局
で
行
わ
れ

た
「
雪
下
ろ
し
技
能
講
習
会
」。寒
さ
に
震
え

る
中
で
熱
心
に
取
材
す
る
彼
女
。冬
季
の
不

慮
の
事
故
か
ら
県
民
を
守
り
た
い
と
い
う

願
い
が
、
取
材
姿
勢
か
ら
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

出
演
以
外
で
も
、
取
材
や
番
組
の
準
備
で

忙
し
い
日
々
で
す
が
、
神
岡
の
実
家
に
月
に

一
度
は
必
ず
顔
を
出
し
ま
す
。や
は
り
一
番

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
。時
に
は
家
族
に

料
理
の
腕
を
振
る
う
こ
と
も
。90
歳
に
な
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
弘
子
、
料
理
屋
に
な
れ

ば
い
い
ね
が
」
と
褒
め
て
く
れ
る
ほ
ど
の
腕

前
だ
そ
う
で
す
。

　
「
秋
田
で
起
き
て
い
る
こ
と
や
課
題
を
取

り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
人
や
地
域
の
す
ば

ら
し
さ
、
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
も
私
の
大
切

な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
の
あ
り
っ

た
け
の
〝
秋
田
へ
の
愛
〞
を
番
組
を
通
し
て

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
、

ま
っ
す
ぐ
な
瞳
で
語
る
岡
弘
子
さ
ん
。今
後

の
岡
さ
ん
の
活
躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

  Profiles

国保年金課からのお知らせ
特定健診・特定保健指導を受けましょう
国民健康保険高齢受給者証、福祉医療費受給者証
国民健康保険に関するＱ＆Ａ

020

消費生活相談室からのお知らせ
簡単に儲かるような〝うまい話〟はありません

014

公共交通確保のために
バス路線確保のためには利用率の向上が必要です

015市の動き
東日本大震災被災地支援

福島っ子と秋田っ子の冬期交流プログラム
LED 化推進関連事業
宮崎市・大仙市有縁交流提携 10 周年記念式典
平成 24 年全国広報コンクール県審査会

だいせん日和県代表として６年連続全国へ

008

市役所からのお知らせ
太田国民健康保険診療所の職員、臨時職員募集
神岡情報センターパソコン教室
大仙市民大学教養講座受講者募集
冬の節電アクション
子ども手当の申請
第 39 回大仙市大曲青少年健全育成推進集会
農業委員会選挙人名簿の縦覧
桜守プロジェクト／サクラの手入れに関する講習会
総合民俗資料交流館臨時職員募集　　ほか

010 健康の達人
亀谷外科医院／亀 谷 武 彦 医師

「胃がん検診について」

028

健康通信
３月１日～７日　子ども予防接種週間

「大腸がん検診の研究」にご協力いただける方へ

029

いきいき広場
シリーズ（最終回）：高齢の方のための居場所づくり

「花子さんと太郎さん、地域の方々と交流する」
介護保険事務所からのお知らせ

031

神岡小学校、西仙北小学校
南外小学校、西仙北中学校

004 【４月開校】統合４学校  校章と校歌 022 【オープン】地域で支え合う こころといのち
４月３日オープン「ひだまりコーヒーサロン」
気軽に一息つけるリラックススペース

【今月の表紙】
２月は小正月行事目白押しの大仙市。
被災地支援の一環で福島の子どもたち
を大仙市に招き、冬の大仙で思い出を
つくってもらいました。  　　（詳細8㌻） キャスター　岡　弘 子 さん（神岡）

「秋田を、早く」「秋田を、詳しく」を番組コンセプトに
県民の暮らしに関わるさまざまなニュースを伝えている
NHK秋田放送局の夕方６時10分からの「ニュースこまち」
１月４日から新キャスターとして神岡出身の
岡弘子さんが活躍している
開局80周年を迎え、さらにパワーアップする秋田放送局
大仙市出身の彼女が秋田の魅力を伝える

「取材に出かけ、肌で感じた秋田の魅力やありったけの
〝秋田への愛〟を番組で見てもらいたい」と岡さん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ニ
ュ
ー
ス
こ
ま
ち
」の
新
キ
ャ
ス
タ
ー

「
地
元
出
身
の
私
が
で
き
る
こ
と
」　
秋
田
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　　　　　おか・ひろこ

1985年10月8日神岡生まれ
神岡町立北神小学校、神岡
町立平和中学校、秋田県立
横手高校、東京女子大学と
進学し、平成20年からNHK
のキャスターを務める
趣味は食べることと歌い
ながらのドライブ
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神
岡
小
学
校
校
歌

 
 

作
詞
／
佐
々
木
昭
元

 
 

作
曲
／
橋
本
祥
路

一 
朝
の
光
は　
さ
わ
や
か
に

 
 

未
来
を
め
ざ
し　
流
れ
ゆ
く

 
 

雄
物
川
面
の　
き
ら
め
き
を

 
 

瞳
に
た
た
え　
学
び
合
う

二 

青
く
い
ろ
澄
む　
空
ひ
ろ
く

 
 

希
望
に
み
ち
て　
そ
び
え
立
つ

 
 

神
宮
寺
嶽
の　
雄
々
し
さ
を

 
 

心
に
う
け
て　
き
た
え
合
う

                                            
 
 

む
つ
ま
じ
く

 
 

た
く
ま
し
く

 
 

心
を
つ
な
ぐ

 
 

　
神
岡
小
学
校

三つの輪（リング）がつながって、神岡の「か」を表している。
「優しさ」「かしこさ」「たくましさ」これらが一つとなって
新たにスタートしてほしいという願いを込めた。
リングの色は、雄物川の水色、嶽山などの豊かな自然の黄緑
色、神岡の明るさと繁栄を黄色で表現。旧神岡町の木である
桜をメーンにし全体的に明るく、さわやかな校章にした。

今年４月、神岡、西仙北、南外各地域で学校が統合
「神岡小学校」「西仙北小学校」「南外小学校」「西仙北中学校」が開校します
昨年７月に校歌の歌詞と校章を募集したところ、たくさんの方から応募をいただきました
子どもたちの明るく希望に満ちた明日を願い決定した
新しい校歌と校章を紹介します

【問い合わせ】 教育指導課教育研究所 ☎0187-63-1111 内線321

神岡小学校、西仙北小学校、南外小学校、西仙北中学校

校歌と校章が決まりました

西
仙
北
小
学
校
校
歌

 
 

作
詞
／
西
仙
北
の
子
ど
も
た
ち

 
 

作
曲
／
天
野
正
道

 
 一 

自
然
の
恵
む　
こ
の
大
地
で

 
 

鍛
え
よ
う
よ　
強
い
心

 
 

育
て
よ
う
よ　
優
し
い
心

 
 

元
気
に
学
ぶ　
わ
た
し
た
ち

 
 

大
き
く
育
て
と
鳥
海
山

 
 

あ
あ　
西
仙
北
小
学
校

二 

希
望
あ
ふ
れ
る　
こ
の
ま
ち
で

 
 

つ
な
げ
よ
う
よ　
ふ
れ
合
い
の
輪

 
 

広
げ
よ
う
よ　
思
い
や
り
の
輪

 
 

な
か
よ
く
学
ぶ　
わ
た
し
た
ち

 
 

豊
か
に
育
て
と
雄
物
川

 
 

あ
あ　
西
仙
北
小
学
校

 
 

枝
垂
れ
桜
も   

清
水
も   

み
ん
な
好
き

 
 

大
杉　
大
綱　
守
り
ゆ
く

 
 

夢
ふ
く
ら
む　
学
び
舎

 
 

あ
あ　
西
仙
北
小
学
校

四つのパズルピースが組み合わさると一つの円になる。そ
れは、４校が統合によってより大きく発展し、さらなる充実
に至るという意味が込められている。また、四つのピースは

「西仙北」の「西」の文字を模した形で分割されている。
そして、翼を広げた鳥のようなシルエットに見える構図を
シンボルとしている。

神岡小学校、西仙北小学校、南外小学校、西仙北中学校

統合４学校の校歌と校章

西仙北小学校
刈和野、土川、大沢郷、双葉の４小学校が統合
校舎は現在の刈和野小学校を使用
児童数／刈和野小200人、土川小79人
    大沢郷小42人、双葉小62人（２月１日現在）

神岡小学校
神宮寺、北神の２小学校が統合
校舎は現在の神宮寺小学校を使用
児童数／神宮寺小170人、北神小56人

（２月１日現在）

歌詞は西仙北地
域の子どもたち
が応募したフレ
ーズを元に作成。
作曲は刈和野小
学校校歌の作曲
者・天野正道さん

（秋田市出身）が手
がけた。

歌詞は一般応募で「最
優秀」となった佐々木
昭元さん＝神宮寺＝の
作品。
作曲は大仙市民歌の作
曲者・橋本祥路さん（大
館市出身）が手がけた。

校
章

ConceptConcept校
章作者／公立秋田美術工芸短期大学

准教授  坂本憲信さん（刈和野出身）
作者／平和中学校

美術担当教諭 田中真二朗さん
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南
外
小
学
校
校
歌

 
 

作
詞
／
南
外
の
子
ど
も
た
ち

 
 

作
曲
／
坂
本　
昌

一 
緑
の
中
に　
は
じ
け
る
笑
顔

 
 

つ
ら
い
と
き
で
も　
輝
く
瞳

 
 

そ
れ
が
大
好
き　
友
だ
ち
な
ん
だ

 
 

み
ん
な
が
み
ん
な
を
大
切
に

 
 

そ
ん
な
願
い
を　
伝
え
る
こ
と
が

 
 

で
き
た
ら
い
い
な

二 

風
が
わ
た
る　
願
い
を
乗
せ
て

 
 

季
節
の
道
を　
南
へ
北
へ

 
 

こ
こ
が
大
好
き　
故
郷
な
ん
だ

 
 

み
ん
な
で
歩
こ
う
励
ま
し
合
っ
て

 
 

夢
を
信
じ
て　
つ
よ
く
や
さ
し
く

 
 

で
き
た
ら
い
い
な

 
 

光
の
中
の　
わ
た
し
た
ち

 
 

こ
の
ま
ん
ま
で
と　
こ
れ
か
ら
と

 
 

こ
こ
が
大
好
き　
南
外　

 
 

南
外
小
学
校

旧南外村の村章をリメークし、中央に「小」をデザイン化し
て配置した。

「小」は自然豊かな出羽山地、未来に向かって羽ばたく翼を
イメージした。

神
岡
小
学
校

○
校
歌（
76
人
か
ら
76
点
の
応
募
）

優
良
賞
＝
石
山
香
穂
（
北
神
小
３
年
）、

今
野
創
（
神
宮
寺
小
４
年
）、
武
藤
瑞
穂

（
同
）、渡
邉
未
誘（
北
神
小
５
年
）

○
校
章（
１
１
２
人
か
ら
１
１
２
点
の
応
募
）

優
良
賞
＝
後
藤
満
開
（
北
神
小
３
年
）、
三

浦
里
子（
大
曲
白
金
町
）、
菅
原
茂（
大
曲

若
葉
町
）、佐
々
木
重
衛（
神
宮
寺
）、高
橋

美
桜（
神
宮
寺
小
６
年
）、冨
樫
咲（
同
）、

佐
々
木
綾
耶（
同
）、今
野
真
結（
同
）、高

橋
彩
花（
同
）、
齊
藤
礼
奈（
同
）、
小
林

梨
夢
（
神
宮
寺
小
５
年
）、
俵
谷
日
菜
子

（
同
）、
黒
川
真
琴（
北
神
小
５
年
）、
古
屋

未
来（
北
神
小
６
年
）

西
仙
北
小
学
校

○
校
歌（
１
４
８
人
か
ら
１
４
９
点
の
応
募
）

優
秀
賞
＝
斎
藤
菜
摘（
大
沢
郷
小
５
年
）

優
良
賞
＝
藤
原
初
太
郎（
大
曲
日
の
出
町
）、

大
沼
紗
也（
刈
和
野
小
１
年
）、田
村
萌
々

花（
刈
和
野
小
４
年
）

○
校
章（
１
４
３
人
か
ら
１
４
３
点
の
応
募
）

優
良
賞
＝
斎
藤
菜
摘（
大
沢
郷
小
５
年
）、菅

原
茂（
大
曲
若
葉
町
）、
齊
藤
法
樹（
双
葉

小
６
年
）、太
田
翔
平（
刈
和
野
小
５
年
）、

佐
々
木
舞
央（
同
）、佐
々
木
萌
李（
刈
和

野
小
６
年
）

南
外
小
学
校

○
校
歌（
57
人
か
ら
57
点
の
応
募
）

優
秀
賞
＝
田
口
匡
倫（
南
楢
岡
小
３
年
）

優
良
賞
＝
伊
藤
日
向
（
南
外
西
小
４
年
）、

武
藤
穂
乃
花（
南
楢
岡
小
２
年
）

○
校
章（
67
人
か
ら
68
点
の
応
募
）

優
良
賞
＝
三
浦
里
子
（
大
曲
白
金
町
）、
菅

原
茂（
大
曲
若
葉
町
）、
伊
藤
花
月（
南
外

西
小
６
年
）、
佐
々
木
大
輔（
同
）、
伊
藤

栞（
同
）、髙
橋
早
苗（
西
ノ
又
滝
ノ
沢
）、

打
川
千
里
（
南
外
西
小
４
年
）、
佐
々
木

翔
哉（
南
楢
岡
小
５
年
）、佐
藤
航（
同
）、

高
橋
麻
衣（
悪
戸
野
）

西
仙
北
中
学
校

○
校
歌（
92
人
か
ら
93
点
の
応
募
）

優
秀
賞
＝
佐
々
木
正
𠮷（
刈
和
野
）

優
良
賞
＝
嵯
峨
昌
洋
（
西
仙
北
東
中
１

年
）、伊
藤
昭
人（
西
仙
北
東
中
３
年
）、伊

藤
千
尋（
西
仙
北
東
中
２
年
）、佐
藤
憲
一

（
強
首
）

○
校
章（
１
１
１
人
か
ら
１
１
２
点
の
応
募
）

優
良
賞
＝
佐
々
木
勇
樹
（
西
仙
北
西
中
１

年
）、
佐
藤
悠
貴（
西
仙
北
西
中
３
年
）、
佐

藤
麻
菜（
同
）、池
田
瑞
紀（
大
曲
若
葉
町
）、

佐
々
木
許
妃
恵（
西
仙
北
東
中
３
年
）、
阿

部
園
子（
同
）、菅
原
茂（
大
曲
若
葉
町
）

  

た
く
さ
ん
の
応
募

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

募
集
期
間
／
平
成
23
年
６
月
20
日
か
ら
７
月
20
日
ま
で

〈
敬
称
略
〉

校
歌
・
校
章

一
般
応
募
の
結
果

西仙北の「西」の文字から「N」を図案化した。二つの学校が
新しい一つの学校となる「New」の「N」でもあり、雄物川の流
れや未来に向かって伸びていくイメージを表している。

入賞者
発表

西
仙
北
中
学
校
校
歌

 
 

作
詞
／
佐
々
木
正
𠮷

　
　
　

 　
　
　
菅
原　
瞳（
補
作
）

 
 

作
曲
／
後
藤　
洋

一 

鳥
海
山　
仰
ぎ
み
る

 
 

立
志
の
丘
に　
風
清
く

 
 

共
に
学
ぼ
う　
希
望
を
胸
に

 
 

わ
れ
ら
の
夢
が　
咲
く
よ
う
に

 
 

生
き
抜
く
力　
は
ぐ
く
も
う

 
 

あ
あ　
西
仙
北　
中
学
校

 
 

　
　
　
心
の
大
地

二  

雄
物
川　
洋
洋
と

 
 

大
地
潤
し　
野
を
拓
く

 
 

共
に
語
ろ
う　
絆
を
胸
に

 
 

わ
れ
ら
の
夢
が　
咲
く
よ
う
に

 
 

未
来
に
向
か
い　
は
ば
た
こ
う

 
 

あ
あ　
西
仙
北　
中
学
校

 
 

　
　
　
心
の
泉

西仙北中学校
西仙北東、西仙北西の２中学校が統合
校舎は現在の西仙北東中学校を使用
生徒数／西仙北東中154人、西仙北西中59人

（２月１日現在）
南外小学校

南楢岡、南外西の２小学校が統合
校舎は現在の南楢岡小学校を使用
児童数／南楢岡小52人、南外西小85人

（２月１日現在）

歌詞は一般応募で「優
秀」となった佐々木正
𠮷さん＝刈和野＝の作
品をベースに、魁新聞
読者文芸短歌選者の菅
原瞳さん＝刈和野＝が
補作。
作曲は吹奏楽の作曲・
編曲で世界的に活躍さ
れている後藤洋さん（大
曲出身）が手がけた。

歌詞は南外地域
の子どもたちが
応募したフレー
ズを元に作成。
作曲は元大曲小
学校校長で、大
仙市大曲新人音
楽祭コンクール
実行委員長の坂
本昌さん＝大曲
上栄町＝が手が
けた。

作者／元中学校美術教諭  今井弘子さん 作者／前南外西小学校校長  小原 靖さん
（現千屋小学校校長）

校
章

校
章

ConceptConcept

神岡小学校、西仙北小学校、南外小学校、西仙北中学校

統合４学校の校歌と校章
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□ LED LightingMunicipal Government
Pick Up Info.

□ Exchange □ Information □ Ceremony □ Public Relations✓ ✓ ✓ ✓

The 10th anniversary

LED Lighting

Exchange

宮
崎
市
・
大
仙
市
有
縁
交
流
提
携

Public Relations

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
関
連
事
業

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

宮
崎
市
・
大
仙
市
有
縁
交
流
提
携
10

周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
２
月
18

日
、協
和
市
民
セ
ン
タ
ー
（
和
ピ
ア
）で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
か
ら
１
４
４
年
前
の
慶
応
４
年

（
１
８
６
８
年
）、
戊
辰
戦
争
の
戦
場
と
な
っ

た
境
・
上
淀
川
周
辺
。秋
田
藩
の
援
軍
と
し

て
約
１
０
０
人
の
佐
土
原
藩
士
が
参
戦
、

う
ち
８
人
が
尊
い
命
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
１
２
４
年
後
の
平
成
４
年
、秋

田
に
佐
土
原
藩
士
の
墓
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
遺
族
を
は
じ
め
と
す
る
宮
崎
県
旧
佐

土
原
町（
現
・
宮
崎
市
）の
調
査
団
が
旧
協
和

町
を
訪
問
し
、
合
同
慰
霊
祭
を
開
催
。そ
れ

を
機
に
交
流
が
始
ま
り
、
平
成
13
年
に
は

「
有
縁
交
流
提
携
」に
調
印
。現
在
も「
大
仙

市
さ
ど
わ
ら
会
」「
宮
崎
市
き
ょ
う
わ
会
」

が
活
発
な
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
で
は
、
両
市
の
交
流
に
あ
た

り
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
唐

松
太
鼓
保
存
会
、梅
若
芸
能
企
画
、協
和
中

学
校
吹
奏
楽
部
が
記
念
演
奏
を
披
露
。首

都
圏
秋
田
歴
史
と
文
化
の
会
代
表
の
神
宮

滋
さ
ん（
神
岡
出
身
）が「
戊
辰
戦
争
と
秋
田

〜
九
州
佐
土
原
藩
は
、澤
副
総
督
は
〜
」と
題
し

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、記
念
式
典
に
合
わ
せ
、道
の
駅
協

和
で
は
2
月
18
日
と
19
日
の
２
日
間
「
宮

崎
佐
土
原
フ
ェ
ア
」を
開
催
。佐
土
原
産
の

野
菜
直
売
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

有
縁
交
流
提
携
10
周
年
記
念
式
典

両
市
の
さ
ら
な
る
交
流
を
誓
う

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
間
も
な
く
１
年
。東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

よ
り
、
福
島
県
内
の
子
ど
も
た
ち
は
屋
外

で
の
活
動
を
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
も

不
自
由
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
に
市
内

の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
大
仙
の

冬
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
交
流
事
業
を

企
画
。県
の「
福
島
っ
子
と
秋
田
っ
子
の
冬

期
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
活
用
し
、福
島
県

か
ら
親
子
63
人
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で
の
週
末
に
３

回
の
事
業
を
実
施
。子
ど
も
た
ち
は
、茶
道

体
験
や
刈
和
野
の
大
綱
引
き
、
川
を
渡
る

ぼ
ん
で
ん
、
払
田
柵
の
冬
ま
つ
り
で
の
蝦か

夷い

ほ
た
る（
ミ
ニ
か
ま
く
ら
）作
り
な
ど
、
小

正
月
行
事
や
冬
ま
つ
り
に
参
加
し
、
大
仙

の
冬
を
満
喫
し
ま
し
た
。「
春
に
な
っ
た

ら
ま
た
来
た
い
」と
福
島
県
の
子
ど
も
。市

内
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、
楽

し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。

各
種
助
成
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

省
エ
ネ
、環
境
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ

福
島
っ
子
と
秋
田
っ
子
の
冬
期
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

冬
の
大
仙
で
思
い
出
つ
く
る各地域の子どもたちと交流しながら大仙の冬を楽しんだ

㆒協和スキー場でのスキー体験
㆓太田の火まつりでは、福島の子どもたちが絵付けし

た紙風船が空高く舞い上がった
叅刈和野の大綱引きに参加。大綱の迫力に興奮

「
だ
い
せ
ん
日
和
」が
県
代
表
に
決
定

６
年
連
続
で
全
国
へ
推
薦

平
成
24
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
県
推
薦
作
品
の
審
査
が
行
わ
れ
、

広
報
紙
の
部
と
写
真
の
部
で
当
市
の
作

品
が
県
代
表
と
し
て
全
国
へ
の
推
薦
を

受
け
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
８
カ
月
間
を

振
り
返
り
、市
民
総
参
加
の
被
災
地・被
災

者
支
援
を
特
集
し
た
平
成
23
年
12
月
号

が「
広
報
紙
の
部
」で
、
玉
川
が
流
れ
る
花

館
地
区
で
の
サ
ケ
の
捕
獲
や
ふ
化
放
流
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
命
の
循
環
を
特
集
し
た

１
月
号
の
写
真
が「
写
真
の
部
」で
、
そ
れ

ぞ
れ
秋
田
県
代
表
と
し
て
24
年
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
広
報
活
動
向
上
の
た

め
昭
和
39
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
。当
市
の
広
報
紙
は

19
年
か
ら
県
代
表
と
し
て
６
年
連
続
で

推
薦
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、一
枚
写
真
、組

み
写
真
の
部
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
。

19
年
に
は
組
み
写
真
、
20
年
に
は
広
報
紙

で
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
、昨
年
、一
昨
年
は
一
枚

写
真
で
入
選
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ま
ち
の
主
人
公
で

あ
る
み
な
さ
ん
の
頑
張
り
や
輝
き
、
そ
し

て
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
す
。

　

広
報
と
し
て
の
役
割
を
胸
に
、
こ
れ
か

ら
も
「
住
民
と
行
政
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
行
う
場
」「
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
、
ま

ち
の
応
援
団
」
と
し
て
の
広
報
紙
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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玉  川

淀  川

丸 子 川楢 

岡 

川

雄 

物 

川

花館のサケ漁

母なる川、雄物川の支流である玉川
花館地区でのサケの捕獲は、江戸時代から続き

明治には県として、そして昭和には市の事業として
ふ化放流が行われてきた
冬の風物詩として地域に根ざしたサケ漁だが
その価値も薄れ、廃止の危機に直面したことも
しかし、関係者の努力の結果、安定した遡上、
十分な採卵数の確保など、事業は順調に推移
海から68㌔も離れた場所での営みとして
また、自然教育、ふるさと教育として
注目度や付加価値が増してきた
サケが遡る川「玉川」での
生命の循環を取材した

鮭が遡
のぼ

る川
内陸68㌔で繰り広げられる「生

い の ち
命の循環」

題字／佐 藤  愛

【 特  集 】
紡ぎ続ける265日
大仙の思い  三陸へ届け「絆」

2 0 1 1

1 2
vol.160

おおきなせなかに — 

全国コンクールに推薦される平成23年12月号（右）
には、審査員から「震災後の取り組みを住民を主
役として見事に描きあげている」「広報紙の完成
度が高い」との評価。１月号には「朝霧が『生命の循
環』というタイトルをうまく表現している。読者を
引き込む力がある」などの評価を受けた

平
成
24
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
県
審
査
会

叅

協和中学校吹奏楽部が宮崎市と大仙市の
有縁交流提携10周年に花を添える

㆒㆓

今
年
度
実
施
し
た
「
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
購
入
補
助
事
業
」で
市
内
家

庭
で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
制
度
の
内
容
を
変
更（
下

表
参
照
）し
て
継
続
す
る
ほ
か
、「
商
店
街
等

が
管
理
す
る
照
明
設
備
の
補
修
費
等
に
対

す
る
補
助
事
業
」に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
対
す
る
補
助
分
を
拡
充
し
て
継
続
。ま

た
、街
路
灯
な
ど
約
９
０
０
０
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
Ｅエ

ス

コ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
」

を
新
た
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、23
年
度
の「
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

購
入
補
助
事
業
」の
申
請
期
限
は
３
月
30

日
で
す
。お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

23
年
度
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
購
入
補
助
事
業

◆
対
象
／
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
、
居

住
住
宅
用
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
ま
た

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
を
市
内
の
家
電
店

等
で
購
入
し
た
方

◆
申
請
者
／
市
内
に
住
所
が
あ
る
世
帯
の

 

代
表
者（
世
帯
主
以
外
で
も
可
）※
申
請
は
１

世
帯
１
回
の
み
。23
年
度
に
助
成
を
受
け
た
場

合
、24
年
度
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◆
持
参
す
る
も
の
／
領
収
書
ま
た
は
レ
シ

ー
ト
の
原
本（
メ
ー
カ
ー
・
品
番
・
単
価
が
分

か
る
も
の
）、通
帳（
申
請
者
名
義
）、身
分
証

明
証（
運
転
免
許
証
等
）

◆
申
請
期
限
／
３
月
30
日（
金
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
請
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１ 

内
線
２
７
７

家庭用LED照明購入補助事業
補助限度額
補助限度額が平成24年度は半額と
なります。（補助率１／２は変更なし）

区分 平成 23 年度
限度額

平成 24 年度
限度額

電球 10,000 円 5,000 円

照明
器具

※

50,000 円
（うち、LED 電球分

10,000 円まで）

25,000 円
（うち、LED 電球分

5,000 円まで）

※電球と照明器具を合わせて購入した
場合を含む

➡

➡



節電できた電気量
  49,047kWh ☞ 一般家庭約 4,900 世帯が１日に使用する電気量に相当

削減できた二酸化炭素量
  17,340kg ☞ 一般家庭約 1,130 世帯が１日に排出する二酸化炭素量に 
  　　　  相当
参加人数・世帯／ 21,704 人・6,220 世帯（昨年度比 4,883 人・444 世帯増）
　　　　　　　　【一　般】     531 人・    158 世帯
　　　　　　　　【小学校】9,846 人・2,782 世帯
　　　　　　　　【中学校】6,089 人・1,781 世帯
　　　　　　　　【高　校】5,238 人・1,499 世帯
参加事業所数／ 210 事業所

【参加事業所の声】
○前年と比較して電気料金が15～20％安くなり驚い

ています。節電はいろいろな面で大切なことだと思
いました。（仙北自動車学校）

○蛍光管の本数を半分程度に減らしました。初めは薄暗
く感じましたが、２、３日したら慣れて気にならなくな
りました。今までがぜいたくだったのかなと思います。
これからもできるだけ続けたいです。（山口玩具店）

DATA 冬の節電集計結果（平成 23 年 12 月 23 日から 24 年１月 15 日まで）
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「結・絆・輪」in 大仙
大仙市民大学教養講座受講者募集

たくさんの参加ありがとうございました
冬の節電アクション

太田国民健康保険診療所
職員および臨時職員募集

基礎から学べるパソコン教室
神岡情報センターパソコン教室

【問い合わせ・申し込み】
 生涯学習課 ☎ 0187-63-1111内線 338
 ℻ 0187-63-7131

【問い合わせ】
 環境交通安全課
  ☎ 0187-63-1111内線 277

【問い合わせ・申し込み】
 神岡支所市民サービス課
 ☎ 0187-72-2111

【問い合わせ・申し込み】
 太田国保診療所 ☎ 0187-88-2233
 〒 019-1601 太田町横沢窪関南501

市
民
の
み
な
さ
ん
の「
学
び

た
い
」と
い
う
思
い
に
応

え
る
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の

触
れ
合
い
を
大
切
に
し
、
生
き

が
い
に
満
ち
た
生
活
の
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
講
し
て
い
る
「
大

仙
市
民
大
学
教
養
講
座
」。講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
東
日
本
大

震
災
か
ら
１
年
。災
害
の
教
訓

を
後
世
に
」。災
害
の
教
訓
を
生

か
す
た
め
の
方
法
や
、
地
域
防

災
・
防
災
教
育
の
必
要
性
な
ど
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
講
演
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
／
全
５
回
の
講
座
を
受

講
で
き
る
方

◆
期
日
／
下
表
参
照

◆
時
間
／

 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

※
初
日
は
午
後
６
時
〜

◆
会
場
／
大
曲
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
し
込
み
方
法
／
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
生
涯
学
習
課
に
申

し
込
み

※
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
、郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
３
月
８
日（
木
）

12
月
の
地
球
温
暖
化
防

止
月
間
に
合
わ
せ
て
行

っ
た
、
節
電
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
配
慮
し
た
生
活
に
取
り
組
む

「
冬
の
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

12
月
23
日
か
ら
１
月
15
日
ま

で
一
般
世
帯
や
市
内
の
全
小
中

学
校
、
高
校
、
市
内
事
業
所
を
対

象
に
実
施
。昨
年
度
を
上
回
る

２
万
１
７
０
４
人
、
２
１
０
事
業

所
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
４
万
９
０
４
７

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
節
電
を
達
成
。

こ
れ
は
一
般
家
庭
約
４
９
０
０

世
帯
の
１
日
の
電
気
使
用
量
に

相
当
し
ま
す
。身
近
な
項
目
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
多
く
の
電

力
や
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き

ま
し
た
。

　

寒
さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

体
調
に
は
十
分
に
留
意
し
な
が

ら
、無
理
の
な
い
範
囲
で
引
き
続

き
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
情
報
を
ご
覧
に
な

る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
員︵
看
護
師・事
務
員
︶募
集

︻
看
護
師
︼

　

応
募
資
格
／
看
護
師
ま
た
は

准
看
護
師
資
格
を
取
得
し
て

い
る
方

　
賃
金
／
月
額
17
万
１
２
０
０
円

※
看
護
師
手
当
（
月
３
万
円
）、
准
看

護
師
手
当（
月
２
万
円
）あ
り

︻
事
務
員
︼

　
賃
金
／
月
額
14
万
９
８
０
０
円

※
事
務
手
当（
月
５
０
０
０
円
）あ
り

◆
募
集
人
員
／
各
１
人

◆
勤
務
時
間
／

 

︻
月・金
曜
︼午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

 

︻
火・木
曜
︼午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時（
早
番・遅
番
あ
り
）

 

︻
水・土
曜
︼午
前
８
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

※
日
曜
、祝
日
、12
月
30
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
、
８
月
13
日
か
ら
15
日

は
休
み

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日（
日
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
を
提
出（
郵
送
可
）

※
看
護
師
に
応
募
す
る
方
は
、
資
格
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付

◆
申
込
期
限
／

 

３
月
10
日（
土
）正
午
※
必
着

臨
時
職
員︵
看
護
助
手
︶募
集

◆
募
集
人
員
／
１
人

◆
勤
務
時
間
／

 

︻
火・木
曜
︼午
後
２
時
〜
７
時

 

︻
水・土
曜
︼午
前
８
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

◆
賃
金
／
時
給
８
０
０
円

※
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
資
格

を
取
得
し
て
い
る
場
合
は
、
時
給

１
０
０
０
円

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日（
日
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
を
提
出（
郵
送
可
）

※
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
資
格
を
取

得
し
て
い
る
方
は
、
資
格
を
証
明
す

る
書
類
の
写
し
を
添
付

◆
申
込
期
限
／

 
３
月
10
日（
土
）※
必
着

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
や
文
字

入
力
の
で
き
る
方
を
対

象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

講
師
が
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。パ
ソ
コ
ン
操
作
を

基
礎
か
ら
じ
っ
く
り
学
べ
る
チ

ャ
ン
ス
。こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
ま

た
は
在
学
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
I
Ｔ
研
修
室

◆
定
員
／
各
コ
ー
ス
12
人

◆
申
し
込
み
開
始
／３

月
12
日（
月
）

※
申
し
込
み
は
同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で

コース名 対象 期日 テキスト代

初めての
パソコン 初心者

４月10日（火）、13日（金）、
17 日（火）、20 日（金）、
24 日（火）

500 円

ワード基礎 文字入力の
できる方

５月８日（火）、11 日（金）、
15 日（火）、18 日（金）、
22 日（火）、25 日（金）

2,100 円

デジタル
カメラ入門

文字入力の
できる方 ５月23日（水）、30日（水） 500 円

エクセル
基礎

文字入力の
できる方

６月５日（火）、８日（金）、
12 日（火）、15 日（金）、
19 日（火）、22 日（金）

2,100 円

ワードで
チラシ作成

文字入力の
できる方 ６月 26 日（火）、29 日（金） 500 円

▶各コースの日程等

パソコン操作を基礎から学
べるチャンス
ぜひ申し込みください。

開催期日 講師 演題
３月  ９日（金）

秋田大学地域創生センター
地域防災アドバイザー・野越三雄さん

東日本大震災とは何だったのか

３月 13 日（火） 秋田県の地震対策は
今までどのようになされたか

３月 16 日（金） 秋田大学地域創生センター准教授・水田敏彦さん 地域防災・防災教育について
３月 21 日（水） NPO 法人「蜘

く

蛛
も

の糸」理事長・佐藤久男さん 生きる希望と勇気！傾聴と被災者支援

３月 27 日（火） 大仙市教育委員会生涯学習課長・滝沢清寿 関東大震災と物部長穂工学博士の
耐震学について

▶
各
講
座
の
詳
細

太田国民健康保険診療所
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

３月、４月は市民課窓口
が混み合います。
住民異動などの届け出は
ゆとりをもって早めに行
いましょう。

information

時間／午後１時～４時
会場／女性センター
※無料の託児サービスあり
問い合わせ・申し込みは
女性センターへ
☎ 0187-62-1713

毎月第２・第４木曜日は
子育てママの就職相談

桜
守
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
ク
ラ
の
手
入
れ
に

関
す
る
講
習
会

　

樹
木
医
に
よ
る
サ
ク
ラ
の
手

入
れ
方
法
の
講
習
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
紹
介
、
サ
ク
ラ
の

手
入
れ
の
実
技
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
／
サ
ク
ラ
の
保
全
活
動

に
関
心
の
あ
る
方

◆
日
時
／
３
月
25
日（
日
）

 

午
前
９
時
〜
11
時

◆
会
場
／
大
曲
農
業
高
校
敷
地
内

◆
定
員
／
20
人

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
３
６

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で

調
製
し
た
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
」を
縦
覧
中
で
す
。

◆
縦
覧
期
間
／
３
月
８
日
（
木
）

ま
で

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜

 

午
後
５
時

◆
会
場
／
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局（
神
岡
庁
舎
内
）

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
１
８
７（
72
）２
１
６
７

大
仙
市
奨
学
生
募
集

◆
応
募
資
格
／

①
親
権
者
が
大
仙
市
に
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
平
成
24
年
４
月
に
大
学
・

短
期
大
学
・
専
門
学
校
・
高

等
学
校
に
在
学
し
て
い
る

こ
と

③
他
の
団
体
な
ど
か
ら
、
学

資
の
給
付
や
貸
与
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

◆
貸
付
額
お
よ
び
定
員
／

 

︻
奨
学
金
︼

 

高
校
生
／
月
額
２
万
円
、

10
人
以
内

 

専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
生

／
月
額
４
万
円
、20
人
以
内

 

︻
特
別
奨
学
金
︼

 

高
校
生
／
５
万
円
、５
人
以
内

 

専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
生

／
10
万
円
、10
人
以
内

※
入
学
月
の
基
本
月
額
に
加
算

◆
願
書
受
付
期
間
／

 

４
月
２
日（
月
）か
ら
27
日

（
金
）
ま
で
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

 

（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

◆
願
書
お
よ
び
募
集
要
項
／

教
育
総
務
課
、
各
地
域
の

公
民
館
に
用
意

︻
問
い
合
わ
せ・願
書
提
出
︼

 

教
育
総
務
課 

内
線
３
３
３

学習費用を援助
大仙市就学援助制度
　市では、経済的な理由
で困っている小・中学生
の保護者に、子どもの学
用品費等の一部と学校給
食費を援助しています。
　制度の詳細について
は、学校を通じて通知し
ます。希望する方は、教育
総務課に相談ください。

【問い合わせ】
 教育総務課 内線347

教育支援制度を活用ください

﹁
人
と
農
地
の
問
題
解
決

に
向
け
た
施
策
﹂に

関
す
る
説
明
会

　

農
業
経
営
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
な
ど
で
地
域
農
業
の
展
望
が

描
け
な
い
集
落
や
地
域
が
全
国

的
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、こ
れ
ら
の

問
題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
に

関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

◆
期
日・会
場
／

○
３
月
12
日
（
月
）・
神
岡
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
３
月
13
日
（
火
）・
協
和
市
民

セ
ン
タ
ー
（
和
ピ
ア
）

○
３
月
14
日
（
水
）・
仙
北
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
内
容
／
集
落（
地
域
）の
話
し

合
い
で
つ
く
る「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」、
新
規
就
農
関
連
施

策
、農
地
集
積
対
策
、融
資
制

度̶

に
つ
い
て
の
説
明

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
４
４

 

子
ど
も
読
書

 
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

市
内
の
小
・
中
学
校
と
連
携

し
て
図
書
室
の
整
備
と
読
書
活

動
の
支
援
を
行
う
「
子
ど
も
読

書
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。選
考
は
書
類
審
査
の

上
、面
接
で
行
い
ま
す
。詳
細
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
／
司
書
資
格
を
取

得
し
て
い
る
方（
取
得
見
込
み
可
）

◆
募
集
人
員
／
１
人

◆
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で

◆
勤
務
時
間
／
月
曜
か
ら
金
曜

ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
15
分

◆
賃
金
／
時
給
７
４
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
を
大
曲
図
書
館

に
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
９
日（
金
）

※
必
着

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

大
曲
図
書
館（
大
曲
庁
舎
向
か
い
）

 

☎
０
１
８
７（
62
）１
０
１
２

 

〒
０
１
４
―
０
０
６
２

 

大
曲
上
栄
町
２
―
16

臨時職員募集

チケット好評発売中

話
題
作
映
画
鑑
賞
会

﹁
ツ
レ
が

う
つ
に
な
り
ま
し
て
﹂

◆
期
日
／
３
月
23
日（
金
）

◆
時
間
／
︻
昼
の
部
︼午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
︻
夜
の
部
︼

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
会
場
／
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン

パ
ル
）

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／

 

︻
一
般
︼
前
売
り
１
０
０
０
円

（
当
日
１
２
０
０
円
）

 

︻
シ
ル
バ
ー︵
60
歳
以
上
︶︼

 

前
売
り
当
日
と
も
１
０
０
０
円

 

︻
高
校
生
以
下
︼前
売
り

 

８
０
０
円（
当
日
１
０
０
０
円
）

※
就
学
前
の
子
ど
も
は
無
料
。乳
幼

児
と
一
緒
の
方
は
親
子
室
で
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
中
仙
市
民

会
館（
ド
ン
パ
ル
）、
大
曲
市
民

会
館
、
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
、
協
和
市
民
セ
ン

タ
ー（
和
ピ
ア
）

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）

 

☎
０
１
８
７（
56
）７
２
０
０

﹁
家
庭
で
で
き
る
身
近
な

地
球
温
暖
化
防
止
講
演
﹂

﹁
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

生
ご
み
堆
肥
化
講
座
﹂

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園

に
も
使
え
る
堆
肥
作
り
を
学
び

な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
で
地
球
温

暖
化
防
止
や
生
ご
み
堆
肥
に

興
味
の
あ
る
方

◆
日
時
／
３
月
10
日（
土
）

 

午
前
10
時
〜
正
午

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
30
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
３
月
７
日（
水
）

◆
内
容・講
師
／

○
「
家
庭
で
で
き
る
身
近
な
地

球
温
暖
化
防
止
」・
環
境
省
認

定
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

朝
倉

孝
子
さ
ん

○「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ダ
ン
ボ
ー
ル

で
堆
肥
づ
く
り
と
は
？
」・
あ

き
た
エ
コ
マ
イ
ス
タ
ー 

照
井

昌
子
さ
ん

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
４
５

中
学
校
卒
業
前
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
方
へ

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
の
子

ど
も
手
当
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
９
月
分
ま
で
受
け
取
っ
て

い
た
方
も
含
め
て
３
月
30
日
ま

で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
）

　

期
限
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、

10
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で

き
ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ
る
と

申
請
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す
。必
ず
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の
／

 

印
鑑
、
請
求
者
本
人
の
健
康

被
保
険
者
証
、
請
求
者
本
人

名
義
の
通
帳

※
子
ど
も
が
市
外
に
住
ん
で
い
る
場

合
は
、
子
ど
も
の
世
帯
の
住
民
票

謄
本

◆
申
請
期
限
／
３
月
30
日（
金
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
請
先
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

児
童
家
庭
課 

内
線
１
０
３

東日本大震災義援金の受け付けは１月31日に終了しました
ご協力ありがとうございました 8,403,359円義援金総額 受け付け期間／

平成23年３月12日から24年１月31日まで

義援金は、日本赤十字社秋田県支部を通じて全額送金しました。みなさんのご協力ありがとうございました。

環 境問題に
ついて考えて
みませんか

会
話
で
は
ぐ
く
む

心
と
心

第
39
回
大
仙
市
大
曲

青
少
年
健
全
育
成

推
進
集
会

　
「
会
話
で
は
ぐ
く
む
心
と
心
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

心
身
共
に
健
全
な
青
少
年
の

育
成
を
目
指
し
、
青
少
年
が
抱

え
る「
心
の
問
題
」や
環
境
の
変

化
に
つ
い
て
、
講
演
を
も
と
に

参
加
者
が
話
し
合
い
な
が
ら
理

解
と
認
識
を
深
め
ま
す
。　

◆
日
時
／
３
月
９
日（
金
）

 

午
後
１
時
30
分
〜

 

（
午
後
１
時
受
け
付
け
開
始
）

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
／
無
料

◆
講
師
／
元
高
校
教
諭
（
生
活
指

導
担
当
）・奈
良
慶
助
さ
ん

◆
演
題
／

 

「
恩
師
と
の
め
ぐ
り
あ
い
」

 
̶

人
生
と
は
縁
で
あ
る̶

◆
内
容
／
講
演
、グ
ル
ー
プ
討
議

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

生
涯
学
習
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）７
２
６
２

臨時職員募集

総合民俗資料交流館

総
合
民
俗

資
料
交
流
館

臨
時
職
員
募
集

　

４
月
に
新
た
に
開
館
す
る
民

俗
資
料
館
（
旧
峰
吉
川
小
学
校
）
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。詳

細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
職
種
／
施
設
管
理
人

◆
募
集
人
員
／
１
人

◆
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で

 

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

◆
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

◆
休
日
／
土
・
日
、祝
日（
休
日
勤

務
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

◆
勤
務
場
所
／
大
仙
市
総
合
民

俗
資
料
交
流
館（
協
和
峰
吉
川
）

◆
賃
金
／
日
額
５
７
０
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
を
文
化
財
保
護

課
に
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
９
日（
金
）

※
必
着

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

文
化
財
保
護
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
９
７
２

 

〒
０
１
４
―
０
８
０
５

 

高
梨
田
茂
木
10



ひとりで悩まず
相談はお早めに

消費生活相談室
からのお知らせ

〝
う
ま
い
話
〟
は
あ
り
ま
せ
ん

注
意
し
ま
し
ょ
う  

簡
単
に
儲
か
る
よ
う
な

必
ず
儲
か
る
な
ど
と
言
い
電
話

勧
誘
す
る
悪
質
業
者
が
増
え

て
い
ま
す
。あ
な
た
に
も
こ
ん
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

﹁
未
公
開
株
を
買
わ
な
い
か
﹂

業
者
か
ら
の
電
話
勧
誘

　
「
未
公
開
株
が
あ
る
か
ら
買
わ
な

い
か
」
と
業
者
か
ら
電
話
勧
誘
を
受

け
、「
年
内
に
は
上
場
予
定
」「
値
上

が
り
確
実
」「
高
配
当
」な
ど
の
甘
い

言
葉
に
誘
わ
れ
、
数
百
万
円
を
支
払

い
株
を
購
入
。し
か
し
実
際
は
上
場

は
な
く
、
勧
誘
さ
れ
た
業
者
に
電
話

し
て
も
通
じ
な
く
な
り
ま
す
。

　﹁
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
﹂

に
関
す
る
電
話
勧
誘

　

最
近
多
発
し
て
い
る
の
が
、「
ワ
ン

ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
」に
関
す
る

電
話
勧
誘
。「
絶
対
損
は
し
ま
せ
ん
」

と
し
つ
こ
く
勧
誘
し
、断
っ
て
も
何
度

も
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。

大
切
な﹁
地
域
の
足
﹂路
線
バ
ス

止
ま
ら
ぬ
利
用
者
の
減
少

　

誰
も
が
利
用
で
き
る
交
通
手
段

と
し
て
地
域
に
密
着
し
、住
民
の
生

活
を
支
え
て
き
た「
地
域
の
足
」と

も
い
え
る
路
線
バ
ス
。自
家
用
車
の

普
及
や
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
そ

の
利
用
者
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
羽
後
交
通
大

曲
営
業
所
管
内
の
路
線
バ
ス
利
用

客
の
推
移
。減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
の
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。

利
用
者
が
大
幅
に
減
少
す
る
と
、

そ
れ
に
伴
い
不
採
算
路
線
、
い
わ

ゆ
る
赤
字
路
線
が
増
加
し
ま
す
。

赤
字
路
線
は
徐
々
に
縮
小
さ
れ
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、従
来
の
携
帯

電
話
機
能
の
他
に
も
多
く
の
機
能
を

搭
載
し
た
携
帯
電
話
。ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
は
パ
ソ
コ
ン
に
電
話
の
機
能
が

付
い
た
も
の
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
通
じ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。感
染
す
る
と

メ
ー
ル
や
位
置
情
報
な
ど
の
個
人
情

報
が
流
出
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ
リ（
パ
ソ
コ

ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
と
同
じ
）

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
際
は
、
正
規

の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

な
ど
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
万
が
一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン

同
様
、
ウ
イ
ル
ス
駆
除
ソ
フ
ト
で
駆
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
断
り
き
れ
ず
に
会
う
約
束
を
し
、会

っ
て
話
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
ら
最
後
。

長
時
間
に
わ
た
り
勧
誘
さ
れ
、最
終
的

に
は
強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

契
約
後
に
現
金
を
振
り
込
む
と
業

者
と
は
一
切
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

 〝
う
ま
い
話
〟に

 
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

　

ま
ず
大
切
な
の
は
「
自
分
で
自
分

の
身
を
守
る
」こ
と
。簡
単
に
儲
か
る

よ
う
な「
う
ま
い
話
」は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
必
ず
儲
か
る
」な
ど
と
、
断
定
的
な

説
明
を
し
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。日
ご
ろ
か

ら
注
意
し
、
勧
誘
に
付
き
合
わ
な
い

こ
と
が
第
一
で
す
。ま
た
、内
容
や
仕

組
み
が
理
解
で
き
な
い
も
の
は
契
約

せ
ず
、
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り

断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
の
情
報
を
教
え
よ
う
と
し
な

い
業
者
の
話
は
、
絶
対
に
信
用
し
な

い
こ
と
。こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
相
談

室
に
相
談
く
だ
さ
い
。

被害の
未然防止
のために

公共交通
確保のために

「地域の足」「生活の足」

【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 総合政策課 ☎0187-63-1111 内線236

対 策

仙北地域、美郷町をとおり
太田地域までを走るバス路線
羽後交通「千屋線」
今、存続の危機を迎えています
大切な公共交通を確保するためには、
利用率の向上が必要です

運
行
本
数
も
減
少
、
さ
ら
に
利
用

者
が
離
れ
る
と
い
う
悪
循
環
を
招

き
ま
す
。

　

平
成
14
年
の
道
路
運
送
法
の
改

正
に
よ
る
規
制
緩
和
で
路
線
廃
止

な
ど
が
原
則
自
由
に
な
っ
た
ほ
か
、

赤
字
路
線
に
対
す
る
補
助
制
度
も

変
更
。国
の
補
助
基
準
か
ら
外
れ

た
路
線
は
、県
や
市
か
ら
の
補
助
で

延
命
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
も
限
界

に
近
い
状
況
で
す
。

千
屋
線
の﹁
平
均
乗
車
密
度
﹂

１
人
を
切
る

　

１
便
あ
た
り
、
始
点
か
ら
終
点

ま
で
を
と
お
し
て
何
人
乗
っ
て
い

る
か
を
表
す「
平
均
乗
車
密
度
」と

い
う
数
値
。こ
れ
が
バ
ス
路
線
が

ど
れ
だ
け
利
用
さ
れ
て
い
る
か
の

目
安
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
の
補
助
制
度
で
は
こ

の
数
値
を
対
象
基
準
と
し
て
用
い

て
お
り
、「
１
人
以
上
」の
路
線
を

補
助
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
率
が
低
く
、
平
成
23
年
度

の
補
助
対
象
期
間
（
平
成
22
年
10
月

〜
23
年
９
月
）
の
平
均
乗
車
密
度
が

１
人
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
千
屋

線
。こ
れ
に
よ
り
県
の
補
助
対
象

外
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ

の
ま
ま
で
は
路
線
の
維
持
が
難
し

い
状
況
で
す
。

﹁
地
域
の
足
﹂は﹁
生
活
の
足
﹂

な
く
て
は
な
ら
な
い﹁
命
綱
﹂

　

自
家
用
車
に
よ
る
便
利
な
移
動

が
可
能
に
な
っ
た
一
方
で
、自
動
車

を
運
転
で
き
な
い
方
に
と
っ
て
公

共
交
通
は
大
切
な
移
動
手
段
。そ

こ
に
は「
地
域
の
足
」と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、「
生
活
の
足
」
と
し
て

の
役
割
が
あ
り
ま
す
。「
命
綱
」
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
自
家
用
車
や
バ
イ
ク
な

ど
で
移
動
し
て
い
る
方
も
、
将
来

は
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
を
頼
り
に
す
る
と
き
が
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
時
、身
近

に
公
共
交
通
が
な
か
っ
た
ら
、
移

動
手
段
の
確
保
に
苦
労
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
確
保
に
は

多
く
の
利
用
が
欠
か
せ
な
い

　

赤
字
路
線
の
増
加
と
廃
止
を
防

ぎ
、公
共
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
地
域
に
住
む
一
人
一
人
が
そ

の
存
在
を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。そ
し
て
、よ
り
多
く
の
方
の

利
用
が
有
効
で
す
。

　

地
域
の
足
で
あ
り
、
生
活
の
足

で
あ
る
公
共
交
通
。路
線
の
維
持

と
確
保
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
積

極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

消費生活相談室（大曲庁舎２階） ☎0187-63-1136
全国共通ダイヤル ☎0570-064-370 ※IP電話等、一部の電話では利用不可
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値
上
が
り
確
実・高
配
当

必
ず
儲
か
り
ま
す
よ

悪
質
商
法
の
最
新
情
報
や

対
策
方
法
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

消
費
生
活
相
談
室

﹁
出
前
講
座
﹂

　

巧
妙
な
手
口
で
消
費
者
を
狙
っ
た

悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
被
害
の
未
然
防
止
を
図

る
た
め
、地
域
に
出
向
き
市
民
の
み
な

さ
ん
に
悪
質
商
法
の
最
新
情
報
や
対

策
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
出
前

講
座
を
行
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
各
種
サ
ー
ク
ル
等
の
団

体
、ま
た
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

対
象
は
問
い
ま
せ
ん
。開
催
を
希
望
す

る
方
は
、
消
費
生
活
相
談
室
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
講
座
開
催
希
望
日
の

10
日
前

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

消
費
生
活
相
談
室

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

（人）

年
間
利
用
者
数

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

DATA 路線バス利用客の推移（羽後交通大曲営業所）

☎消費生活
相談窓口



刈 和野の大綱引き
３年連続で上町が勝利 発 電機を市に寄贈

大曲ライオンズクラブ

協 和小学校ブラスバンド部が銀賞を受賞
全日本アンサンブルコンテスト東北大会

第 ４回大仙市長杯争奪なぎなた大会・ハンドボール大会
秋田わか杉国体の感動を再び

　２月15日に大曲で行われた鳥子舞と大曲の
綱引き。諏訪神社境内で行われた鳥子舞では、
神官が舞いを奉納。商売繁盛にご利益があると
される御

ご

神
しん

木
ぼく

が今年の恵方（縁起のよい方向）に
捧げられ、男衆の中に投げ入れられると激しい
奪い合いが繰り広げられました。
　大曲の綱引きで使用される綱は蛇体を表し、
夜には、42の厄年を迎えた男衆が綱を引きな
がらまちを練り歩きました。綱には倒して回す
と財が振りまかれると言われるザイフリ棒が
結わえつけられており、道中は棒を回そうとす
る男衆と棒を守る厄年の男衆が激しくもみ合
いました。午後９時頃、綱は大町交差点に到着。
上丁と下丁に分かれて綱が引かれ、今年は下丁
が勝利しました。

鳥 子舞・大曲の綱引き
商売繁盛、五穀豊穣を祈願

㆒力強いシュートを放つ大曲ミニハンドボールスポ少のメンバー
㆓張りつめた空気の中、激しく打ち合うなぎなた競技

㆒詰めかける男衆の中に投げ入れられる御神木
㆓ザイフリ棒をめぐる激しいもみ合い

1

1

2

2

太 田中学校女子バレーボール部
初の全県優勝に輝く

　秋田県中学校秋季バレーボール大会で優勝した太田中学校
女子バレーボール部。２月18日に宮城県で行われた第５回東北
中学校親善バレーボール大会に出場し、東北各県の強豪チーム
と対戦。準優勝に輝きました。
　同部が中体連主催の全県大会で優勝したのは初めて。「経験者
ゼロ、全員が中学からバレーを始めた選手たち。粘りが信条のチー
ム」と顧問の阿部光教先生が話すように、秋田市第一代表の城南中
との決勝では第１セットを落としたものの、２セットを苦しみなが
らももぎとり、続く３セットを連取。初の全県制覇を果たしました。
　「チームワークの良いチーム。バレーボールがうまくなりたい
という気持ちで、先輩後輩関係なく練習に励んでいます。これか
らも挑戦者の気持ちを忘れず試合に臨みたい」と高階理愛キャ
プテン（２年）。今夏の全県大会優勝に照準を合わせています。

初の全県制覇を果たした太田中女子バレーボール部

　協和小学校ブラスバンド部（斎藤聡顧問・部員数32人）が１月21、22日
に秋田県民会館で行われた全日本アンサンブルコンテスト県大会
に出場。管打楽器八重奏と同七重奏の２グループともに金賞を受賞
し、２月12日に山形県天童市で行われた東北大会に出場しました。
　県大会では「曲の雰囲気に合わせ、みんなで気持ちの込もっ
た演奏ができた」と児童。「チームワークで最高の演奏をしたい」
と臨んだ東北大会では、２グループともに銀賞に輝きました。

　大曲ライオンズクラブ（藤谷文雄会長）から
インバーターガソリン発電機５台を市に寄
贈いただきました。
　１月27日に四ツ屋公民館で行われた贈呈
式では、藤谷会長が「東日本大震災では市内
の多くの地域が停電になった。非常時に役
立ててほしい」とあいさつ。栗林市長に記念
のキーを手渡しました。
　発電機は四ツ屋、内小友、藤木、角間川、大
川西根の各公民館に１台ずつ配備し、災害
発生時などの非常用として活用させていた
だきます。

栗林市長に記念のキーを手渡す藤谷会長（写真右
から２人目）

　国指定重要無形民俗文化財の「刈和野
の大綱引き」が２月10日、西仙北の刈和野
大町通りで行われました。上町（二日町）と
下町（五日町）に分かれて引き合う大綱引き
は、まちを二分して行われる真剣勝負。上
町が勝てば米の値が上がり、下町が勝て
ば豊作になるといわれています。
　上町と下町の綱を合わせる綱合わせが
終わり、勝負開始の合図が出されると、「ジ
ョウヤサノー」の掛け声に合わせ、参加し
た約7,000人が渾身の力で引き合いました。
　約30分の勝負の後、３年連続で上町に
軍配が上がりました。

大綱に付けられた小綱を握りしめ、渾身の力を込めての引き合い

県大会で２グループともに金賞に輝いた協和小ブラス
バンド部

　秋田わか杉国体で、なぎなた競技とハンドボール競技の会場となった大仙市。両競技
の開催を記念し、国体での感動を次代へ伝えていこうと「第４回大仙市長杯争奪なぎな
た大会・ハンドボール大会」が１月29日に行われました。
　大曲武道館で行われた「なぎなた大会」には大曲なぎなたスポーツ少年団、大曲高
校・大曲農業高校のなぎなた部、一般選抜チームが出場。大曲体育館で行われた「ハンド
ボール大会」には市内から大曲ミニハンドボールスポーツ少年団が参加。それぞれ市長
杯を目指して熱戦を繰り広げました。各大会の成績は次のとおりです。            <敬称略>
なぎなた大会 【演技競技】▼優勝＝鈴木優翔・藤嶋晴（大曲なぎなたスポ少）▼準優勝＝嵯
峨遥陽・川本香澄（同）▼３位＝古谷綸子・辻原萌花（同）、長谷部美咲・佐々木春歌（同）【団
体試合】▼優勝＝大曲高Ａ▼準優勝＝大曲高Ｃ▼３位＝大曲高Ｂ、大曲農高Ａ
ハンドボール大会【男子の部】▼優勝＝羽後町ハンドボールスポ少▼準優勝＝大曲ミニハ
ンドボールスポ少Ａ▼３位＝湯沢市ハンドボールスポ少【女子の部】▼優勝＝湯沢市ハンド
ボールスポ少▼準優勝＝大曲ミニハンドボールスポ少▼３位＝羽後町ハンドボールスポ少
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　小正月行事「川を渡るぼんでん」が２
月11日、大曲の花館で行われ、川面に映
える色鮮やかなぼんでんを一目見よう
と多くの見物客が雄物川渡船場を訪れ
ました。
　五穀豊穣を祈願する地区の伝統行事
で、ぼんでんを舟に乗せて川を渡るの
は、数あるぼんでん奉納の中でも、大曲
だけ。町内で披露されたぼんでんは、船
に乗って約50㍍先の対岸に渡り、標高約
200㍍の伊豆山神社を目指しました。
　神社では、神主からおはらいを受け
た15本のぼんでんが社殿に無事奉納さ
れました。

川 を渡るぼんでん
銀世界の中、色鮮やかに映える

　払田柵の冬まつりが２月19日、仙北
の国指定史跡「払田柵跡」で開かれ、親子
連れなどでにぎわいました。
　まつりでは、参加者同士で協力し約
600個の「蝦

か

夷
い

ほたる」（ミニかまくら）を
製作。手作りのミニかまくらの中にろう
そくを灯し、かつてこの地に住んでい
た古代人の魂と飛び交っていたホタル
の光を表現しています。辺りが暗くなる
と、ライトアップされた払田柵南門を背
景に小さな光の群れが一面に広がり、会
場は幻想的な雰囲気に包まれました。
　日中は、雪中グラウンドゴルフ大会
や「けっち滑り」のほか、鍋まつりや餅
つき体験などが行われ、来場者は冬な
らではのイベントを満喫しました。

払 田柵の冬まつり
穏やかな光が史跡の里に広がる

国 際フェスティバル in 大仙
異文化に触れ合い交流を楽しむ　太田の火まつりが２月18日、奥羽山荘西側広場で開かれ、

紙風船上げや天筆焼き、雪中田植え、東今泉八幡太鼓の演奏
などが行われました。
　メーンの紙風船上げでは、地元集落や小学校などで作られ
た43個の紙風船が登場。思い思いの願い事やイラストが描か
れた色とりどりの紙風船が浮かび、来場者は夜空高く上がっ
ていく紙風船を見守りました。
　まつりの最後には、わらを積み上げた高さ10㍍の「かまく
ら」に火が放たれ、家内安全や無病息災を願う天筆焼きが行
われました。

太 田の火まつり
みんなの願いを乗せ、夜空に舞う紙風船

㆒払田柵南門を背景に一面に広がる「蝦夷ほ
たる」の光。幾千のホタルが舞い降りたかの
ような、幻想的な雰囲気に包まれた史跡の里
㆓「福島っ子と秋田っ子の冬期交流プログ
ラム」（詳細８ページ）で払田柵の冬まつり
を訪れた福島の子どもたちも「蝦夷ほたる」
づくりに挑戦

㆒「福島っ子と秋田っ子の冬期交流プログラム」（詳細８ページ）で大仙
市を訪れた福島の子どもたちも紙風船に絵付けした。紙風船に書かれた

「福島まけるな」「がんばろう東北」の思いと「ありがとう大仙」のメッセージ
㆓来場者が見つめる中、燃え上がる天筆

雪の白を背景に川面に映える色鮮やかなぼんでん。中には「絆」の文字が入ったぼんでんも

山王丸副市長から長寿祝い金を受け取る工藤さん

県内の国際交流員（CIR）と外国語指導助手（ALT）によるブース

　国際フェスティバルin大仙が２月19日、イオンモール大
曲で開かれました。
　国際交流や国際協力活動をしている個人・団体を紹介し、県
内在住の外国出身の方々と地域の方々との触れ合いをとおし
て、さまざまな文化への理解を深めてもらおうと開催。市と大
仙市国際交流協会が企画し、今回で４回目となります。
　会場には韓国やイタリア、アメリカ、オーストラリアな
どのブースが並び、各国の出身者が民芸品や食材、写真な
どで国を紹介。また、特設ステージでは恒例となった民族
衣装のファッションショーが行われたほか、民族舞踊や歌
なども披露。来場者は異文化の空気に触れながら、交流を
楽しみました。

工 藤キミノさんが
100歳の誕生日を迎える

いつまでもお元気で

　西仙北の工藤キミノさん＝刈和野＝が２月17
日に100歳の誕生日を迎えられ、20日に山王丸
副市長から長寿祝い金が手渡されました。
　神宮寺蒲に生まれた工藤さんは、20歳で結婚。
４男２女をもうけ、現在は長男の妻と２人で暮ら
しています。噛みにくいものや辛いもの以外は好
き嫌いなく何でも食べるほか、身の回りのことは
すべて自分で行い、外で草むしりもする工藤さん。
近所に住む孫夫婦との食事が毎晩の楽しみです。
　長寿の秘

ひ

訣
けつ

は「何でも食べて、自分のペースで
過ごすこと」と話す工藤さん。長寿おめでとうご
ざいます。

1

1

2

2
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人
が
つ
な
が
る
場
所
に
は
日
が
差
し
込
む

い
つ
の
ま
に
か
心
が
ほ
っ
と
温
か
く
な
る

心
の
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ 

「
ひ
だ
ま
り
」結
成

　

心
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
予
防

活
動
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と

悩
み
を
も
っ
た
方
へ
の
接
し
方
を

身
に
付
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
。市
で
は
平
成
22
年
度

か
ら
養
成
講
座
を
開
催
。こ
れ
ま

で
、46
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ

ー
タ
ー
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

22
年
の
秋
に
は
、
全
６
回
の
養

成
講
座
を
修
了
し
た
第
１
期
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
が
集

ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ひ
だ
ま
り
」（
蒔
田
栄
会
長
、会
員
数

19
人
）
を
結
成
。地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
進
め
て
い
こ
う
と
動
き
出

し
ま
し
た
。

誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る 

居
場
所
を
つ
く
り
た
い

　

ひ
だ
ま
り
の
メ
ン
バ
ー
の
目
指

す
活
動
は
、
悩
み
を
も
っ
た
方
に

寄
り
添
い
、一
緒
に
悩
み
、支
え
て

い
く
こ
と
。会
長
を
務
め
る
蒔
田

さ
ん
は「
私
た
ち
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、行
政
で
は
手
が
届
か
な
い
範

囲
の
活
動
。悩
ん
で
い
る
方
と
顔

と
顔
を
合
わ
せ
て
、
ま
ず
は
お
話

を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」と
振
り

返
り
ま
す
。

　

月
１
回
の
メ
ン
バ
ー
同
士
で
の

定
例
会
を
機
会
に
、
ど
の
よ
う
な

形
で
活
動
で
き
る
か
話
し
合
っ
た

結
果
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
よ
う
な
居
場
所
づ
く
り
を
し
よ

う
と
い
う
話
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
昨
年
、
同
じ
く
心

の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
交
流
。藤
里

町
の
「
心
と
い
の
ち
を
考
え
る
会
」

の
会
員
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
美

郷
町
の「
て
と
て
の
会
」と
の
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。活
動
の
ヒ
ン

ト
を
得
て
、心
の
交
流
サ
ロ
ン
の
立

ち
上
げ
を
決
意
。大
曲
の
大
川
西

　養成講座を通じて出会った仲間同士、力を
合わせて活動をしていきたいというみんなの
思いが「ひだまり」の結成につながりました。
　自分の気持ちを伝える場所がないと、悩みを
抱えた方は次第に孤立してしまいます。気持ち
を話していただける場所の１つとして、ひだま
りコーヒーサロンに来ていただければと思い
ます。私たちも一緒に悩み、支え合っていきた
いと思っています。安心してお越しください。
　私たちと一緒に活動していただける方も募
集中です。まずは一
度、サロンにお立ち
寄りください。

市メンタルヘルスサポーターがボランティアグループ「ひだまり」を結成
誰もが気軽に訪れて、ほっと一息つけるリラックススペース
「ひだまりコーヒーサロン」を４月にオープンします

地域で支え合う こころといのち
語って、笑って、ほっと一息

た
話
を
ほ
か
の
場
所
で
話
さ
な
い

こ
と
」
と
い
う
３
つ
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。「
悩
み
が
あ
る
方
が

安
心
し
て
お
話
で
き
る
よ
う
な
雰

囲
気
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
」
と

メ
ン
バ
ー
。「
悩
み
が
あ
る
方
も
、

そ
う
で
な
い
方
も
、
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

支
え
合
い
の
原
点
は 

話
す
こ
と
、語
り
合
う
こ
と 

　

近
所
の
縁
側
で
漬
け
物
を
つ
ま

み
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
る
―
。か
つ
て
ど
こ
で
も

見
ら
れ
た
と
い
う「
が
っ
こ
茶
っ
こ
」

の
光
景
。愚
痴
を
こ
ぼ
し
合
い
な

が
ら
も
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
た
近
所
付
き
合
い
。そ
の
よ

う
な
地
域
の
つ
な
が
り
が
今
、
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

支
え
合
い
の
原
点
は
、
話
す
こ

と
、
語
り
合
う
こ
と
。「
ひ
だ
ま
り
」

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
は
昔
の
近
所
付

き
合
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
温
か

さ
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
メ
ン
バ

ー
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
ひ
だ
ま
り
の
み
な

さ
ん
が
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ほ
っ
と

一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

根
公
民
館
の
１
室
で
、４
月
３
日
、

「
ひ
だ
ま
り
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

み
ん
な
で
語
り
合
お
う 

ひ
だ
ま
り
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン

　

サ
ロ
ン
が
開
か
れ
る
の
は
毎
月

第
１
火
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
３

時
ま
で
。心
の
健
康
の
た
め
の
サ

ロ
ン
と
い
っ
て
も
、
何
か
特
別
な

こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。席
料
の
１
０
０
円
を
支
払
っ

た
後
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
片

手
に
世
間
話
を
す
る
の
も
よ
し
、

人
の
話
に
耳
を
傾
け
る
の
も
よ

し
、
何
も
せ
ず
た
だ
の
ん
び
り
す

る
の
も
よ
し
の
空
間
で
す
。

　

た
だ
し
、サ
ロ
ン
に
は「
人
の
話

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
」「
話
の
内

容
を
非
難
し
な
い
こ
と
」「
聞
い

1

2

㆒グループディスカッションでは受講生同
士で意見交換
㆓傾聴をテーマにした講座では役割分担を
して演習

　全６回の養成講座では、秋田県・大
仙市の自殺の現状や自殺予防活動の
取り組みの紹介に始まり、自殺と関わ
りの深いとされる、うつ病への理解と
対応などを学びます。また、相手の話
を受容的な態度で受け入れ共感する

「傾
けい

聴
ちょう

」に力を入れ、傾聴ボランティア
の役割やマナーを学ぶほか、悩んでい
る方への接し方の演習を行います。
　平成22年から開催している養成講
座。来年度も受講生を募集する予定
です。

メンタルヘルスサポーター
養成講座

コーヒーサロンひ だ ま り
4 月 3 日（火）オープン

◆日時／毎月第１火曜日の
 午後１時～３時
◆会場／大川西根公民館
◆席料／100円

【問い合わせ】
　「ひだまり」会長 蒔田さん
 ☎0187-88-8010
 健康増進センター
 ☎0187-62-9301

ひだまり
コーヒーサロン

「ひだまり」会長
蒔田 栄さん

（大仙市メンタル
  ヘルスサポーター）

サロンが開かれる大川西根公民館 ひだまりコーヒーサロンにぜひお立ち寄りください
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持
病
の
症
状
と
見
分
け
る
こ
と
が
難
し

く
、
ま
た
認
知
症
の
初
期
の
症
状
と
似

て
い
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。 

　

本
人
や
周
り
も「
年
の
せ
い
だ
」な
ど

と
安
易
に
考
え
ず
に
、
少
し
で
も
う
つ

病
の
症
状
に
似
て
い
る
と
感
じ
た
ら
、

か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

自
殺
の
引
き
金
に
も
な
る
う
つ
病 

大
切
な
早
め
の「
気
付
き
」 

　

う
つ
病
は
脳
内
の
神
経
の
機
能
に
異

変
が
生
じ
る
精
神
疾
患
の
１
つ
で
す
。

う
つ
病
に
な
る
と
、
冷
静
に
物
事
を
考

え
ら
れ
な
く
な
り
、最
悪
の
場
合
に
は
、

自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

秋
田
県
の
昨
年
中
の
自
殺
者
３
４
３

人（
秋
田
県
警
発
表
・
暫
定
数
）を
年
代
別
に

見
る
と
、今
ま
で
多
か
っ
た
40
歳
代
・
50

歳
代
の
中
年
層
が
減
少
し
、60
歳
代
、70

歳
代
の
高
齢
者
層
が
占
め
る
割
合
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
の
方
の
自
殺
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
う
つ
病
の
早
期
発
見
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。本
人
だ
け
で
は
自
覚
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。家
族
や
近
所
、

地
域
で
の「
見
守
り
」と「
気
付
き
」、
そ

し
て
相
談
窓
口
や
医
療
機
関
で
の
受
診

を
勧
め
る「
つ
な
ぎ
」が
大
切
で
す
。

高
齢
自
殺
者
の
９
割
以
上
が 

家
族
と
同
居 

　

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
精
神
保

健
研
究
所
が
ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
る

と
、
全
国
の
65
歳
以
上
の
自
殺
者
の
う

ち
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
ケ
ー
ス
は
５
㌫

以
下
。９
割
以
上
の
方
が
家
族
と
同
居

し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

　

報
告
で
は
、
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま

っ
た
高
齢
の
方
が
生
前
、家
族
に「
長
く

生
き
す
ぎ
た
」「
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
。ま
た
「
心
身

の
衰
え
を
自
覚
し
、
同
居
す
る
家
族
に

看
護
や
介
護
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
へ

の
遠
慮
が
生
じ
て
い
た
」
と
い
う
指
摘

が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
精
神
的
な
負
担

が
自
殺
の
原
因
の
１
つ
に
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

家
族
と
一
緒
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
自

分
の
存
在
を
否
定
し
ま
う
こ
と
、
孤
独

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

大
切
な
の
は
理
解
を
深
め 

世
代
間
で
寄
り
添
う
こ
と

　

子
ど
も
に
す
ば
ら
し
い
創
造
性
が
あ

る
よ
う
に
、
高
齢
の
方
に
は
教
え
を
請

う
べ
き
知
恵
が
あ
り
ま
す
。子
ど
も
が

し
ば
し
ば
熱
を
出
す
よ
う
に
、
高
齢
の

方
は
次
第
に
体
の
節
々
が
衰
え
て
き
ま

す
。働
き
盛
り
の
年
代
が
仕
事
の
愚
痴

を
こ
ぼ
す
よ
う
に
、
高
齢
の
方
は
自
身

の
衰
え
を
口
に
し
ま
す
。

　

誰
も
が
笑
顔
で
毎
日
を
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、あ
ら
ゆ
る

年
代
の
人
た
ち
が
、お
互
い
の
強
さ
と
弱

さ
を
理
解
し
、補
い
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。誰
も
が
安
心
し
て
悩
む
こ
と
が
で
き

た
ら
、私
た
ち
の
地
域
は
よ
り
住
み
心
地

の
良
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
期
の
孤
独
と
う
つ
を
理
解
し
寄

り
添
う
こ
と
、家
族
、近
所
、地
域
で
つ

な
が
る
こ
と
を
今
一
度
、
立
ち
止
ま
り

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

見
逃
さ
な
い
で 

高
齢
期
の
う
つ
病

　

気
分
の
落
ち
込
み
が
長
時
間
続
き
、

何
に
対
し
て
も
意
欲
が
な
く
な
り
、
不

安
感
や
い
ら
い
ら
感
、
あ
せ
り
な
ど
の

ほ
か
、
不
眠
や
食
欲
低
下
な
ど
に
悩
ま

さ
れ
る「
う
つ
病
」。お
よ
そ
10
人
に
１

人
が
一
生
の
う
ち
に
一
度
は
経
験
す
る

と
い
わ
れ
る
こ
の
病
気
で
す
が
、
特
に

高
齢
期
に
は
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
は
加
齢
と
と
も
に
体
の
衰
え

を
感
じ
た
り
、
持
病
な
ど
の
健
康
問
題

を
抱
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。ま

た
、
退
職
を
機
に
社
会
的
な
役
割
を
見

失
っ
て
し
ま
っ
た
り
、家
族
や
友
人
な
ど

大
切
な
人
と
の
死
別
の
体
験
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
う
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
「
喪
失
体

験
」
の
連
続
か
ら
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、孤
独
感
や
孤
立
感
か
ら
、う
つ
病

に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
頭
痛
や
め
ま
い
、肩
こ
り
、

動ど
う
き悸
な
ど
の
身
体
的
な
症
状
が
現
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、高
齢
期
の
場
合
、

　

大
曲
保
健
セ
ン
タ
ー
の
「
ほ
っ
と
ス
ペ

ー
ス
」
で
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
始
め

に
、
今
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
思
い
つ
く

ま
ま
に
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
気
分
が
落
ち
着
か
な
い
時
は
、
な
に
か
ら

話
せ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
言
葉
に
す
る
こ
と
で
自
分
の
本

当
の
気
持
ち
に
気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
自
分
は
ど
う
な
り
た
い
の
か
ハ

ッ
キ
リ
し
て
き
ま
す
。そ
れ
か
ら
、問
題
解
決

に
向
け
で
き
る
だ
け
簡
単
な
こ
と
か
ら
始
め

て
行
く
、そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

う
つ
気
分
の
時
は
、
色
ん
な
物
事
が
積
み

重
な
っ
て
混
乱
し
て
し
ま
い
、
１
つ
の
方
向

に
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。話
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
気
持
ち
に
整

理
さ
れ
て
余
裕
が
出
て
く
れ
ば
、
他
の
考
え

方
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
聞
く
と
、
気
が
引

け
た
り
、
悩
み
を
話
す
こ
と
を
た
め
ら
う

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
新

た
な
扉
を
開
け
る
つ
も
り
で
相
談
に
き
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ほっとスペース・カウンセラー
佐藤 俊子さん

（臨床心理療法士）

相談できる場所があります

うつ病・自殺予防協力医
荒井医院 ☎ 0187-63-2670
佐藤レディースクリニック ☎ 0187-86-0311
田口医院 ☎ 0187-63-1380
石井内科胃腸科医院 ☎ 0187-56-7300
滑川医院 ☎ 0187-56-3121
黒澤医院 ☎ 0187-75-0368
佐藤内科クリニック ☎ 018-895-2730
太田町国保診療所 ☎ 0187-88-2233

うつ病治療登録医
ケイメンタルクリニック ☎ 0187-66-3020
県立リハビリテーション・
精神医療センター ☎ 018-892-3751

協和病院 ☎ 018-892-2881

健康増進センター「こころの健康相談」
健康増進センター ☎ 0187-62-9301
健康増進センター中央 ☎ 0187-62-1015
健康増進センター西部 ☎ 0187-75-0476
健康増進センター東部 ☎ 0187-56-7211

ほっとスペース
予約専用電話 ☎ 0187-62-9304

　健康増進センターでは「こころの健康相
談」電話窓口のほか、臨床心理療法士がここ
ろの健康に関する相談やカウンセリングを
行う「ほっとスペース」を開設しています。
　秋田県医師会では「うつ病・自殺予防協力
医」と「うつ病治療登録医」（精神科医）の連携
により、心の悩みを抱えた方の診察を行って
います。いきなり精神科医を受診しにくいと
いう方もまずは、かかりつけ医などの地域の
医療機関に相談ください。

【問い合わせ】健康増進センター ☎ 0187-62-9301

次の症状が毎日のようにあり、また２週間以上続く場合は、
医師への早めの相談をお勧めしますうつ病チェックリスト

新たな扉を開けるつもりで相談にきてほしい 社会とつながることを忘れてはいけません
　
現
在
、大
仙
市
の
高
齢
化
率
は
31・６
㌫
。

若
い
人
が
だ
ん
だ
ん
い
な
く
な
る
中
、
私

た
ち
高
齢
者
同
士
で
も
支
え
合
い
、
助
け

合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」

と
い
う
３
つ
の
理
念
が
あ
り
、老
人
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
て
い
る
世
帯
を
訪
問
し
て
、
安
否
確

認
や
声
掛
け
な
ど
を
す
る
友
愛
訪
問
と
い
う

活
動
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
会
長
を
務
め
る
上
払
田
老
人
ク
ラ

ブ
で
も
友
愛
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。頻
繁

に
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、そ
れ

ぞ
れ
の
誕
生
日
を
機
会
に
し
て
、年
一
回
は

必
ず
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
手
紙
を
持
っ

て
会
い
に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
訪
問
す
る
時
に
は
、
市
の
健
康
診

断
の
日
程
や
、
地
域
の
行
事
や
会
合
の
お

知
ら
せ
な
ど
の
チ
ラ
シ
を
一
緒
に
持
っ
て

い
き
、
た
ま
に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ね

と
お
話
し
て
い
ま
す
。近
所
で
の
支
え
合

い
が
大
切
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
広
い

範
囲
で
、
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

大仙市老人クラブ連合会会長
千葉 嗣助さん

す
べ
て
の
世
代
が
、寄
り
添
い
支
え
合
う
地
域
に

食欲が低下、
または体重の増減が激しい

仕事や家事に集中したり、
決断することができない。

寝付けない、
または夜中や早朝に目が覚める

この世から消えてしまいたいと
思うことがある。

動作や話し方が遅い、
またはいらいらしたり落ち着きがない

参考／「精神障害の分類と診断の手引き」（第４版）

疲れを感じたり、
気力が湧かない。

ほとんど１日中
ずっと気分が沈んでいる
ほとんど一日中
何に対しても興味が湧かず楽しめない

自分に価値がない、
または申し訳ないと感じる。

地
域
で
支
え
合
う 

こ
こ
ろ
と
い
の
ち

高
齢
期
の「
孤
独
」と「
う
つ
」に
寄
り
添
う



お便りお待ちしています

「お便り広場」はみなさんのページです。

市政に対する質問・意見など、みなさ

んの遠慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちら
〒 014-8601（住所不要）

大仙市企画部総合政策課

手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）また
は E メ ー ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）
で送ってください。なお、E メールの場合
は件名に「お便り広場」と記入ください。

２月号・２月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想 32
今回寄せられたのは　32通

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

健
康
は

バ
ラ
ン
ス
よ
い

食
事
か
ら

recipe.41
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広 報

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
も

う
す
ぐ
１
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
仙
市
は
、
震
災
直
後
か
ら
継

続
的
な
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
発
生
当
日
か
ら
緊
急
消
防

援
助
隊
と
し
て
大
曲
仙
北
広
域
消

防
が
被
災
地
で
行
っ
た
消
防
活
動

や
救
援
活
動
を
皮
切
り
に
、
被
災

者
の
安
否
確
認
相
談
、
義
援
金
の

受
け
付
け
、救
援
物
資
の
輸
送
、避

難
者
の
受
け
入
れ
や
相
談
受
け
付

け
、避
難
所
で
の
炊
き
出
し
、遠
野

市
に
拠
点
「
だ
い
せ
ん
応
援
ハ
ウ

ス
」
を
置
き
復
旧
に
向
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
大
曲
の
花
火
や

市
内
温
泉
施
設
へ
の
無
料
招
待
に

よ
る
心
の
ケ
ア
、被
災
地
・
被
災
者

と
の
交
流
事
業
な
ど
市
民
総
参
加

の
支
援
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
東
北
に
住
む
仲
間
と
し

て
、
震
災
で
失
わ
れ
た
日
常
を
取

り
戻
す
た
め
被
災
地
に
寄
り
添

い
、
一
歩
一
歩
共
に
歩
ん
で
い
ま

す
。

　
被
災
地
が
復
興
に
至
る
ま
で
に

は
計
り
知
れ
な
い
時
間
と
労
力
が

か
か
る
こ
と
を
肝
に
命
じ
、
常
に

私
た
ち
は
「
被
災
地
が
求
め
る
こ

と
」「
で
き
る
こ
と
」「
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
」を
考
え
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

被
災
地
が
望
む
、
現
在
の
支

援
は
災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
で
す
。

　
復
興
の
最
大
の
障
害
と
な
っ
て

い
る
災
害
廃
棄
物
。そ
の
量
は
、
岩

手
県
の
通
常
処
理
量
の
11
年
分
と

試
算
さ
れ
ま
す
。焼
却
炉
を
新
設
す

る
な
ど
、岩
手
県
内
施
設
を
最
大
限

活
用
し
て
い
ま
す
が
、単
独
で
処
理

し
き
れ
る
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
震
災
で
は
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が

あ
り
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
不

安
視
す
る
方
が
い
ま
す
。し
か
し
、

市
が
受
け
入
れ
を
考
え
て
い
る
被

災
地
で
の
災
害
廃
棄
物
の
放
射
性

物
質
の
測
定
結
果
や
宮
古
市
で

の
東
京
都
の
先
行
事
例
な
ど
か
ら

安
全
性
は
十
分
確
認
で
き
る
と
判

断
。震
災
復
興
の
障
害
で
あ
り
、
負

の
遺
産
で
あ
る
「
が
れ
き
」の
受
け

入
れ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
災
害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
、
放
射
性
物
質
の
測
定
な
ど

の
安
全
態
勢
の
確
立
、
そ
の
結
果

の
積
極
的
な
情
報
公
開
、
問
い
合

わ
せ
へ
の
丁
寧
な
対
応
な
ど
で
安

全
性
の
確
保
と
市
民
の
理
解
を
得

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
秋
田
県
と
岩
手
県
が
結
ん
だ

協
定
に
沿
っ
て
、
今
求
め
ら
れ
る

被
災
地
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

今求められる被災地
支援

安全性を確保しなが
ら

災害廃棄物の受け入
れ準備を進めます

災害廃棄物の受け入
れ準備これまでの被災地

支援と変わらぬ心
で
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広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      り

おおきなせなかに — 夢を乗せ未来に羽ばたく元気なまち

魅せる男気、あ
ふれる熱気

八坂神社のぼんでん奉納（１月 15 日・中仙地域清水地区）

い
つ
も
必
ず
広
報
に
目
を
と
お

し
て
い
ま
す
。３
人
の
子
ど

も
の
母
親
な
の
で
、
健
康
通
信
は
大

変
役
立
ち
ま
す
。末
っ
子
が
10
カ
月

な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
予
防
接
種
が
必

要
で
す
。う
っ
か
り
な
母
で
も
予
防

接
種
や
健
診
に
つ
い
て
の
知
ら
せ
が

あ
る
と「
そ
う
だ
っ
た
！
」と
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
大
曲
地
域
　
28
歳
女
性
）

特
集「
我
思
う
」を
読
み
、被
災
地

の
復
興
を
願
う
熱
い
思
い
が

伝
わ
り
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

秋
田
県
、
そ
し
て
大
仙
市
が
が
れ

き
の
受
け
入
れ
を
決
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
広
域
処
理
が
広
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
市
民
と
し
て
、
家
庭
ご
み
の
排

出
量
を
減
ら
し
、
が
れ
き
の
焼
却
処

理
が
進
む
よ
う
支
援
し
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
　
48
歳
女
性
）

イ
ワ
ナ
の
薫
製
は
初
め
て
知
り

ま
し
た
。ぜ
ひ
食
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
　
77
歳
男
性
）

担
当
者
コ
ラ
ム
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。担
当
者
の（
い
）さ

ん
が〝
ば
っ
ち
ゃ
〞を
喜
ば
せ
て
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
　
66
歳
女
性
）

大
仙
市
は
、被
災
地
支
援
の
た
め

に
岩
手
県
の
が
れ
き
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

難
し
い
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
立
場
で
考
え
る

な
ら
正
し
い
判
断
だ
と
思
い
ま
す
。

　

細
心
の
注
意
を
払
い
安
全
性
を
確

保
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
国
が
定
め
る
安
全
基
準

は
本
当
に
確
か
な
も
の
な
の
か
疑
問

が
残
り
ま
す
。
後
に
な
っ
て
市
民
が

被
ば
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
願
い
ま
す
。

　

市
民
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
正
確

な
情
報
発
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
　
53
歳
女
性
）

日
本
で
ま
た
大
地
震
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
る
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。一
日
一
日
を
大
事
に
生

き
て
行
く
べ
き
だ
な
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
ね
。

（
協
和
地
域
　
53
歳
女
性
）

大
仙
市
が
県
内
で
い
ち
早
く
が

れ
き
の
受
け
入
れ
を
表
明
し

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。被
災

地
に
住
む
友
人
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

復
興
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
が
れ

き
の
処
理
は
、
一
日
で
も
早
く
進
め

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
　
49
歳
女
性
）

が
れ
き
に
つ
い
て
の
特
集
を
読

ん
で
大
仙
市
が
が
れ
き
の
受

け
入
れ
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

私
も
応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
わ
ず
か

な
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
被
災
地
の
復
興
が
進
む
よ
う
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
神
岡
地
域
　
49
歳
女
性
）

広
報
紙
の
情
報
を
い
つ
も
参
考

に
し
て
い
ま
す
。昨
年
、
秋
田

市
か
ら
大
仙
市
に
引
っ
越
し
て
き
た

の
で
す
が
、
雪
の
量
の
違
い
に
驚
い

て
い
ま
す
。そ
れ
以
上
に
除
雪
の
丁

寧
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
妊
娠
後
期
で
夜
中
の
眠
り

が
浅
い
の
で
す
が
、
気
付
く
と
除
雪

車
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

夜
中
中
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
に
感
謝
し
た
い
で
す
。い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
　
32
歳
女
性
）

栗
林
市
長
が
が
れ
き
の
受
け
入

れ
表
明
を
し
た
の
で
、
被
災

地
の
が
れ
き
の
現
状
や
処
理
工
程
な

ど
を
注
目
し
て
読
み
ま
し
た
。安
全

性
の
遵
守
や
住
民
の
理
解
は
不
可
欠

で
す
が
、
被
災
地
の
真
の
復
興
を
願

う
市
の
英
断
を
評
価
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
　
54
歳
男
性
）

い
つ
も
感
心
す
る
の
は
写
真
の

良
さ
で
す
。最
後
の
ペ
ー
ジ

の
担
当
者
コ
ラ
ム
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

（
南
外
地
域
　
64
歳
女
性
）

が
れ
き
特
集
の
姫
神
山
か
ら
見

る
初
日
の
出
の
写
真
の
ペ
ー

ジ
に
、
私
は
震
え
る
ほ
ど
感
動
し
ま

し
た
。初
日
の
出
は
世
界
平
和
の
輝

き
で
す
。（

中
仙
地
域
　
80
歳
女
性
）

岩
手
県
か
ら
の
が
れ
き
の
受
け

入
れ
が
動
き
出
す
こ
と
に
隣

県
と
の
絆
を
感
じ
ま
す
。今
後
も
食

料
生
産
地
と
し
て
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
放
射
線
量
検
査
を
行
う
な
ど

市
民
一
人
一
人
へ
の
細
や
か
な
配
慮

を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
　
69
歳
男
性
）

市
の
動
き
は
、
一
市
民
と
し
て

最
も
関
心
が
あ
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。私
た
ち
市
民
も
協
力
し
て
市

の
動
き
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

健
康
の
達
人
の
コ
ー
ナ
ー
が
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報

交
差
点
の
ペ
ー
ジ
で
「
市
民
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
を
見
つ
け
た

の
が
収
穫
で
す
。

（
大
曲
地
域
　
77
歳
女
性
）

昨
年
６
月
に
福
島
県
の
相
馬
市

か
ら
避
難
し
、
大
仙
市
内
に

住
ん
で
い
ま
す
。市
か
ら
は
大
変
良

く
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
報
を
見
て

い
ま
す
。情
報
が
き
め
細
や
か
に
載
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
冬
の
イ
ベ

ン
ト
の
多
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
娘
が
小
学
校
に
入
学
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
の
情
報
を

参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
仙
北
地
域
　
53
歳
男
性
）

私
は
食
い
し
ん
坊
な
の
で
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ
が

特
に
楽
し
み
で
す
。時
々
、レ
シ
ピ
を

見
て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。今
回
の
レ

シ
ピ
も
こ
れ
か
ら
試
し
て
み
ま
す
。

（
大
曲
地
域
　
60
歳
女
性
）

地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組

み
、
そ
れ
を
地
域
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
る
大
曲
南
中
学
校
。未

来
を
見
据
え
た
い
い
取
り
組
み
だ
と

思
い
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
　
60
歳
女
性
）

が
れ
き
の
受
け
入
れ
を
決
め
た

こ
と
は
全
国
に
自
慢
で
き
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。で
も
反
対
の

方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
中
、

お
知
ら
せ
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

「
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ
」は
、と
て
も
良
い
内
容
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

臨
時
職
員
な
ど
働
き
手
の
募
集
記

事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

ね
。
就
職
難
の
時
代
に
助
か
る
情
報

だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
　
46
歳
女
性
）

材料（４人分）

レンコン………………… 400g
だし汁……………… 大さじ 3
砂糖………………… 小さじ 1
塩………………… 小さじ 1/3
酢…………………… 大さじ 1
ゼンマイ（水煮） ……… 100g
ニンジン……………………50g
だし汁…………… 1/2 カップ
しょう油…………… 小さじ 1
ホウレンソウ………………50g
菊……………………………50g
（合え衣）
クルミ（殻をむいたもの）
   ……………………………50g
砂糖………………… 大さじ 1
ミソ………………… 大さじ 1
みりん……………… 大さじ 1

作り方

① レンコンは3㍉厚さの半月切り
にし、酢を少 加々えた熱湯でサッ
とゆで水にとり、水気を切る。
小鍋にAを入れて煮立て、レ
ンコンを歯ざわりが残るくらい煮
てバットに広げて冷ます。

② ゼンマイは4㌢の長さに切り、
熱湯でサッとゆでて水気を切
る。ニンジンは4㌢の長さの短
冊切りにする。鍋にBとゼンマイ、
ニンジンを入れ、中火で4～ 5
分煮る。

③ ホウレンソウはゆでて2㌢くらい
に切り、水気を絞る。

④ 菊は酢を少 入々れた熱湯でサッと
ゆでて冷ましておく。

⑤ クルミをすり鉢ですりつぶし、C
を加えてよくすり混ぜて合え衣
を作る。

⑥ ①②の汁気を切り、⑤に加えて
和える。

Ｃ

Ａ

Ｂ

髙 橋 友 子 さん
（食生活改善推進協議会太田支部）

材料

ジャガイモ……… 400 ～ 450g
とろけるチーズ………… 100g
片栗粉……………… 大さじ 3
青のり…………… 大さじ 1/2
塩………………… 小さじ 1/2
油…………………… 大さじ 2

作り方

① ジャガイモはできるだけ細い千
切りにして、1時間くらい水にさ
らす。水気を切り、ペーパー
タオルでよく拭き取った後、ビ
ニール袋に入れ、片栗粉を入
れてよく混ぜ合わせる。

② フライパンに油を入れ①を入
れ、強く押しながら中火で焼く。

③ ふたをして10分くらい焼いたら、
裏返して10分焼く。（途中5分
くらい焼いたらチーズをのせる）

④ 焼き上がったら、青のりと塩を
ふりかける。

野菜たっぷり食べよう
レンコンとゼンマイのクルミ和え

1 人分のエネルギー 150kcal、塩分 0.8g

青のりと絶妙の塩加減
かんたんジャガピザ風

8 等分した場合１切れのエネルギー 92kcal、塩分 0.8g
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中央（大曲保健センター内／大曲地域）    ☎ 0187-62-1015
健康増進センター      ☎ 0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外地域）   ☎ 0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田地域）   ☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから
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亀谷外科医院

亀谷  武彦  院長
美郷町野中字沢田３
☎ 0187-84-1288　

Medical Chart  no.57

Talk about 
“Stomach Cancer Screening” 

胃がん検診について

早期発見のため、年に１回必ず受けよう

胃
が
ん
は
、
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は

男
女
と
も
死
亡
率
が
１
位
の
が

ん
で
、
が
ん
の
代
名
詞
と
い
え
る
疾
患

で
し
た
。現
在
は
、医
療
の
進
歩
と
検
診

の
普
及
、
食
生
活
の
変
化
な
ど
で
年
々

死
亡
率
が
減
少
し
、
死
亡
率
は
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
胃
が
ん
に
か
か
る
方
の
割

合（
胃
が
ん
罹り

患か
ん

率
）を
ほ
か
の
が
ん
の
場

合
と
比
較
す
る
と
、
年
々
減
少
傾
向
に

は
あ
る
と
は
い
え
男
性
で
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
女
性
で
は
３
位
）

が
ん
に
は「
早
期
が
ん
」と「
進
行
が

ん
」
が
あ
り
ま
す
。胃
が
ん
の
早

期
が
ん
の
場
合
、
が
ん
の
診
断
を
受
け

た
５
年
後
に
生
き
て
い
る
方
の
割
合（
５

年
生
存
率
）
は
90
㌫
以
上
で
す
が
、
進
行

が
ん
の
場
合
は
５
〜
70
㌫
で
、
生
存
率

が
ガ
ク
ン
と
下
が
り
ま
す
。こ
の
こ
と

か
ら
、
い
か
に
早
く
が
ん
を
見
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
分
か
り
ま
す
。

　

胃
が
ん
に
は
、親
が
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、子
も
同
じ
く
胃
が
ん
に
な
る
よ
う

な
遺
伝
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。が
ん
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
考
え
、ま
た
い
か
に
早
い
段
階
で

が
ん
を
発
見
す
る
か
が
大
切
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
喫
煙
者
が
タ
バ
コ
を
や
め

る
と
、胃
が
ん
、食
道
が
ん
、直
腸
が
ん
、

肺
が
ん
な
ど
の
発
症
を
全
体
で
約
25

㌫
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、ア
ル
コ
ー
ル
は
ビ
ー
ル

で
大
瓶
１
本
、焼
酎
で
１
合
ま
で
、塩
分

は
１
日
10
㌘
ま
で
に
控
え
る
、
野
菜
を

４
０
０
㌘
摂
る
、
熱
い
も
の
を
食
べ
な

い
―
な
ど
、
食
生
活
の
改
善
が
予
防

に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、最
近

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
」
で

す
。こ
れ
は
、
60
歳
以
上
の
方
が
高
い
割

合
で
感
染
し
て
い
る
細
菌
で
す
。ピ
ロ
リ

菌
を
除
菌
す
る
こ
と
で
、一
説
で
は
、が

ん
に
な
る
方
の
割
合
が
除
菌
か
ら
10
年

経
過
し
た
時
点
で
10
㌫
低
下
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
胃
の
萎
縮
（
胃
粘
膜
の
老

化
）の
度
合
い
を
判
定
し
、
胃
が
ん
発
症

の
危
険
性
を
推
測
で
き
る
「
ペ
プ
シ
ノ

ー
ゲ
ン
テ
ス
ト
」
と
い
う
血
液
検
査
も

あ
り
ま
す
。

早
期
の
胃
が
ん
に
は
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
胃
の
痛
み
や
胃
も

た
れ
な
ど
を
感
じ
て
い
る
方
の
う
ち
５

㌫
が
胃
が
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
胃
が
ん
は
大
腸
が

ん
と
比
べ
て
進
行
が
早
く
、
年
１
回
の

胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
と
て
も

大
切
で
す
。

　

市
の
検
診
で
行
う
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

胃
の
検
査（
胃
透
視
）や
、
病
院
の
ド
ッ
ク

で
行
う
内
視
鏡
検
査
は
早
期
発
見
の
手

段
と
し
て
有
効
で
す
。（
最
近
普
及
し
て
い

る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
に
つ
い
て
は
、ほ
か
の
が
ん
は
５

㍉
単
位
で
発
見
で
き
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
胃

が
ん
検
診
で
は
適
応
外
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　

し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
好
き
、お
酒
好
き
な

秋
田
県
人
は
進
ん
で
胃
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

積極的な予防接種をお願いします
３月１日から７日までは「子ども予防接種週間」

　３月１日（木）から７日（水）までは
「子ども予防接種週間」です。
　医療機関の協力により、通常で
は行っていない日でも予防接種を
受けることができます。
　母子手帳の予防接種の記録欄
を確認の上、この機会に積極的な
接種をお願いします。
（麻しん風しん予防接種の無料接種期
限は３月31日です。今年度の対象の方
は早めの接種をお願いします）
◆対象となる予防接種／
 BCG、三種混合、日本脳炎、麻しん
風しん混合、ヒブ、小児肺炎球菌、
子宮頸がん予防の各ワクチン
◆申し込み方法／協力医療機関
（右表参照）に事前に電話で予約
してください。

※吉方内科医院ではBCG予防接種、神岡
診療所ではBCG・日本脳炎の予防接
種を行っていません。

協力医療機関 電話番号 ３月１日
（木）

２日
（金）

３日
（土）

４日
（日）

５日
（月）

６日
（火）

７日
（水）

池田医院 0187-63-3338 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
石井内科胃腸科医院 0187-56-7300 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
生和堂医院 0187-87-3070 ○ ○ 午前 × ○ ○ 午前
伊藤医院 0187-74-2211 ○ ○ 午前 × ○ ○ ○
小山田医院 0187-63-1133 ○ ○ 午前 × ○ ○ ○
木村内科医院 0187-63-2070 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
協和病院 018-892-2881 午前 午前 × × 午前 午前 午前
後藤内科医院 0187-62-1113 ○ ○ 午前 × ○ ○ 午前
佐藤内科クリニック 018-895-2730 ○ ○ 午前 × ○ ○ ×
豊島医院 018-892-2211 午前 ○ 午前 × ○ ○ ○
仲村内科胃腸科医院 0187-63-2225 ○ ○ 午前 × ○ ○ ○
滑川医院 0187-56-3121 ○ ○ 午前 × ○ ○ 午前
藤本医院 0187-75-2221 ○ ○ 午前 × ○ ○ ×
柳田医院 0187-69-2101 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
吉方内科医院 ※ 0187-86-0800 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
吉村クリニック 0187-86-0566 ○ ○ ○ × ○ ○ 午前
神岡診療所 ※ 0187-72-3001 ○ ○ 午前 × ○ ○ 午前
伊藤内科医院 0187-65-3200 ○ ○ 午前 × ○ ○ 午前
太田国保診療所 0187-88-2233 ○ ○ 午前 × ○ ○ 午前

＋または

﹁
大
腸
が
ん
検
診
の
研
究
﹂へ
の
参
加
方
法
と

検
診
当
日
の
流
れ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

 ﹁
大
腸
が
ん
検
診
の
研
究
﹂
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
へ

説
明
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

研
究
に
は
①
こ
れ
ま
で
、
が
ん

（
大
腸
が
ん
を
含
む
）
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
②
心
臓
や
肺
に
重
い
病

気
を
患
っ
て
い
る
③
炎
症
性
腸
疾

患
に
か
か
っ
て
い
る
―
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

参
加
し
て
も
よ
い
と
思
っ
た
ら

同
意
書
に
署
名
を
お
願
い
し
ま
す
。

（３） 

検
診
方
法
を
決
定

　

参
加
さ
れ
た
方
は
、①
便
潜
血
の

み
の
検
診
②
便
潜
血
検
査
に
大
腸

内
視
鏡
検
査
を
一
度
だ
け
加
え
る

検
診
―
の
ど
ち
ら
か
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
検
診
を
受
け
ま
す
。検

診
方
法
は
無
作
為
に
決
定
し
ま
す
。

検
診
方
法
が
書
か
れ
た
用
紙
が
入

っ
た
封
筒
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

自
分
が
ど
ち
ら
の
グ
ル
ー
プ
か
確

認
し
、検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
大
腸
内
視
鏡
検
査
は
後
日
、
仙
北
市
立

角
館
総
合
病
院
で
行
い
ま
す
）

※
研
究
に
参
加
し
な
い
場
合
は
、
従
来

ど
お
り
の
便
潜
血
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（１） 

検
診
日
を
決
め
る

　

健
診
（
検
診
）
申
し
込
み
調
べ
の

用
紙
に
あ
る
大
腸
が
ん
検
診
の
欄

に
、「
１
」（
市
の
検
診
を
受
け
る
）と

記
入
し
た
方
に
は
、
研
究
事
業
の

日
程
が
書
か
れ
た
通
知
と
便
潜
血

検
査
の
容
器
が
届
き
ま
す
。通
知

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
検
診
を
受
け

る
日
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

（２） 

会
場
で
説
明
を
受
け
る

　

検
診
当
日
は
、会
場
で
一
人
ず
つ

大
腸
が
ん
検
診
の
研
究
に
関
す
る

２つの検診方法の効果を比較することで、大腸
がんによる死亡率の減少効果を研究

便潜血検査
のみのグループ

便潜血検査＋大腸内視鏡検査
のグループ
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各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200
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♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111 内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）

 ☎ 0187-88-8030

高齢者支援の「総合相談窓口」  各地域包括支援センターを利用ください

シ
リ
ー
ズ
最
終
回  

高
齢
の
方
の
た
め
の
居
場
所
づ
く
り

﹁
花
子
さ
ん
と
太
郎
さ
ん
﹆地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
﹂

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
、
炊
事
や
掃
除
を
頑
張
る
花

子
さ
ん
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
始
め
て

足
腰
の
具
合
も
良
く
な
り
、
買
い
物
に
出
掛

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
太
郎
さ
ん
。二
人

は
力
を
合
わ
せ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、二
人
の
様
子
を
気
に
掛
け
る
地
域

の
民
生
委
員
が
夫
妻
の
家
を
訪
問
し
ま
し
た
。

「
お
体
の
具
合
は
い
か
が
で
す
か
、不
安
な
こ
と

は
な
い
で
す
か
。困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
い
つ

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
を
掛
け
る

民
生
委
員
に
、太
郎
さ
ん
は
あ
る
悩
み
を
打
ち

明
け
ま
し
た
。「
実
は
、
地
域
の
行
事
に
二
人

で
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
み
な

さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
…
」。 

　

太
郎
さ
ん
の
悩
み
を
聞
い
た
民
生
委
員

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
。地
域

の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
者
と
の

話
し
合
い
の
結
果
、
高
齢
の
方
が
気
軽
に
集

ま
り
、
会
食
や
趣
味
の
活
動
を
す
る
「
地
域

サ
ロ
ン
」を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

１
年
後
…
。地
域
サ
ロ
ン
の
集
会
所
で

は
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
花
子
さ
ん
と
将
棋

板
に
向
か
う
太
郎
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し

た
。二
人
の
ま
わ
り
に
は
顔
な
じ
み
の
地
域

の
み
な
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
「
不
安
な
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、

ま
だ
ま
だ
元
気
。今
度
は
ど
こ
に
出
掛
け
よ
う

か
」
と
話
す
二
人
。地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

シリーズ「高齢者夫妻の安心生活」
花子さん・太郎さん夫妻と地域包括支援センターの関わりをシリーズで紹介

安心生活のための各種サービス、
交流の場を活用ください

▶地域サロン（社会福祉協議会）
高齢の方が参加し、会食や趣味の活動を
する交流の場です。

▶ふれあい安心電話（社会福祉協議会）
専用の端末を自宅の電話に取り付けること
で、生活に関する相談や具合が悪くなった
際の緊急連絡ができます。

▶認知症の人の家族のつどい
（地域包括支援センター）

認知症の家族を介護している方同士で
の情報交換会です。

大仙市の介護保険の情報は「OS介護ネット」から
【ホームページ】 OS介護ネット www.oskaigonet.or.jp

介護保険事務所からの
お知らせ

介護保険は、40歳以上の方が加入者（被保険者）とな
って保険料を納め、介護が必要となったときに費用

の一部を支払うことでサービスを利用できる仕組みです。
　市の介護保険に関する情報は大曲仙北広域市町村
圏組合のホームページ「OS介護ネット」で公開してい
ます。介護保険に関する身近な情報から制度に関する
ことまでご覧いただけます。ぜひ、ご利用ください。
　インターネットを利用できない場合は、「介護保険
の分かりやすい利用ガイド」や「広域圏内で利用でき
る介護保険サービス事業所の情報」などの冊子を介護
保険事務所、社会福祉課、各支所市民サービス課に用
意していますのでご活用ください。

【問い合わせ・介護保険に関する申請】
 介護保険事務所 ☎0187-86-3910
 社会福祉課高齢者支援班 ☎0187-63-1111 内線167
 各支所市民サービス課 

▶介護保険に関するニュース
▶市で利用できる介護サービス事業所について
▶介護保険サービスの利用方法について
▶「介護保険料がどのように

使われているのか？」などの
Ｑ＆Ａ

▶各種申請書の様式のダウン
ロード

▶要介護認定者数やサービス
利用者数などの統計

OS 介護ネットでは
このような情報をご覧いただけます

身近なことから制度に関する
ことまで幅広く情報を掲載。
OS介護ネットを活用ください

登場人物紹介
大仙花子さん（75 歳）

認知症の症状が進み「要介護１」の認定を
受けた花子さん。ホームヘルパーに家事の
手伝いをしてもらうことになりました。

大仙太郎さん（80 歳）

足腰に不安があり「要支援２」の認定を受
けた太郎さん。歩行機能向上のためのデイ
サービスに通っています。

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある方や
　　　　旧市町村の功労（績）者に対する香典など

市長交際費 （１月１日～31日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 43 315,997 円
協 賛 3 12,145 円
弔 慰 7 150,000 円
合 計 53 478,142 円

3月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 ５日・月 第１回市議会定例会 （第２日目）

 ６日・火 第１回市議会定例会（第３日目）

 ７日・水 第１回市議会定例会（第４日目）
  大仙市特別賞贈呈式
 ９日・金 大仙市民賞贈呈式
  大曲高等学校校舎改築期成同盟

会総会
 11 日・日 第 23 回中仙地域文化財防火訓練
 12 日・月 花館のサケまつり
 14 日・水 大曲仙北広域消防功労者表彰式
 15 日・木 第１回市議会定例会（第５日目）

 16 日・金 東北復興観光プロジェクト in
秋田（秋田市）

 17 日・土 柏の郷創立 10 周年記念式典
 19 日・月 花館財産区議会定例会
 20 日・火 大曲地区コミュニティ会議設立

総会
 21 日・水 大仙美郷介護福祉組合議会定

例会
  大曲商工会議所通常議員総会
 22 日・木 合同入社式
 23 日・金 雄物川流域林業活性化協議会
 24 日・土 新作花火コレクション 2012
 27 日・火 大仙市地域見守り協力協定調

印式
  秋田県総合公社理事会（秋田市）

太田図書館のおすすめ

「あの日」のこと 

高橋邦典／写真（ポプラ社）

（大曲・協和・太田図書館所蔵あり）

■各図書館イベント／
【おはなし会】
仙北 ３月 10 日（土）午前 10 時 30 分～
協和 ３月 17 日（土）午前 10 時～
神岡 ３月 17 日（土）午前 11 時～
西仙北 ３月 24 日（土）午前 10 時～ 11 時

【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　３月 24 日（土）午前９時 30 分～ 11 時
■大曲図書館企画展／さんかく展～ともに輝く男女共同参画のまち大仙市～
期間／３月２日（金）から 30 日（金）まで
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【３月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼５日＝中仙、仙
北▼７日＝西仙北▼ 26 日＝協和【４月】▼２日＝大曲、神岡、中仙、南外、仙北、
太田▼４日＝西仙北▼ 23 日＝協和

ブックスタートボランティアを募集
赤ちゃんへの絵本読み聞かせを行うブックスタート
ボランティアを募集しています。
興味のある方は、大曲図書館に連絡ください。

　東日本大震災から間もなく１年。地震、津
波、原発事故と、かつて経験したことのない
大災害に、被災された方々は言葉にできな
いつらい日々を送ってきました。
　この写真集は、これまで出されてきた報
道写真集とは違い、一瞬にして現実とは思
えない世界に投げ出されてしまった人々の日常をインタビューを交えて
写し出しています。大きな困難の中でも、日常を大切に生きようと決意し
ている人々の静かな勇気の記録です。

3
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

小
説
・
一
般
向
け
図
書

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

○
ピ
ー
タ
ー
サ
ン
ド
さ
ん
の
ね
こ
／

ル
イ
ス
・
ス
ロ
ボ
ド
キ
ン

○
い
る
の
い
な
い
の
／
町
田
尚
子

○
給
食
室
の
日
曜
日
／
村
上
し
い
こ

○
ト
ミ
ー
と
テ
ィ
リ
ー
と
タ
ブ
ス
お
ば
あ
さ
ん
／

ヒ
ュ
ー
・
ロ
フ
テ
ィ
ン
グ

○
お
め
で
た
こ
ぶ
た 

そ
の
１
／
ア
リ
ソ
ン
・
ア
ト
リ
ー

○
ゆ
き
の
ひ
／
い
も
と
よ
う
こ

○
き
な
り
の
雲
／
石
田
千

○
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
村
／
澤
西
祐
典

○
空
中
都
市
／
小
手
鞠
る
い

○
道
化
師
の
蝶
／
円
城
塔

○
共
喰
い
／
田
中
慎
弥

○
プ
リ
テ
ィ
が
多
す
ぎ
る
／
大
崎
梢

○
羅
針
／
楡
周
平

○
無
双
の
花
／
葉
室
麟

○
歪
／
堂
場
瞬
一

○
眺
望
絶
佳
／
中
島
京
子

○
決
起
！
／
三
崎
亜
記

○
素
人
が
い
っ
ぱ
い
／
新
野
剛
志

○
再
会
の
街
／
藤
田
宜
永

「川を渡るぼんでん」の会場で福島県の子どもたち
と談笑する栗林市長
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あきた環境優良事業所
認定制度研修会

　東日本大震災以降、さらなる取

り組みが求められている省エネ。

　省エネや省資源に取り組む事業

所を支援する研修会を開催します。

◆日時／３月９日（金）

午後２時～４時

◆会場／平鹿地域振興局

◆参加費／無料

◆講師／工藤兼勝さん（環境カウン

セラー、省エネルギー普及指導員）

【問い合わせ・申し込み】

NPO法人環境あきた県民フォーラム
☎018-839-8309

中仙市民会館（ドンパル）
３月の展示ホール作品展

【石水かな書道展】

　中仙地域清水地区の書道教室メ

ンバーによる「かな文字」書道作品

展です。

期間／３月６日（火）から15日（木）まで
【中仙美術愛好会特別展】

　大曲在住の画家・藤井栄治さん

による水彩画の展示会です。

期間／３月18日（日）から30日（金）まで
◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

【問い合わせ】

中仙市民会館（ドンパル）

☎0187-56-7200

がんばろう東北
第13回みちのく歌謡祭
　東北各県から参加する170人の
歌い手が、自慢ののどと、みちのく

の歌心を披露します。県内では初

の開催となる歌謡祭にぜひお越し

ください。

◆日時／４月８日（日）午前９時～

◆会場／協和市民センター（和ピア）

◆チケット料金／2,000円（全席自由）
【問い合わせ・チケット販売】

○みちのく歌謡文化連盟秋田県

事務局（カラオケ喫茶ポラリス内）

☎018-892-3980
○協和市民センター（和ピア）

☎018-892-3820

請求期限は３月31日（土）
シベリア強制抑留者特別給付金

◆対象／旧ソ連邦またはモンゴル

国での戦後強制抑留者で、平成22
年６月16日現在で日本国籍があり、
ご存命の方（同日以降に亡くなられた

場合は相続人の方）

◆請求期限／３月31日（土）
◆受付時間／午前９時～午後６時

（土・日、祝日を除く。ただし３月31日は

受け付けを行います）

【問い合わせ・請求】

平和記念事業特別基金特別給付金

認定担当 ☎0570-059-204

文化財保護と防火を呼び掛け
第23回中仙地域文化財防火訓練
　県内唯一の国宝 ｢線

せん

刻
こく

千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

等
とう

鏡
きょう

像
ぞ う

｣がまつられている水神社

で文化財を火災から守る訓練を行い、

文化財保護と防火を呼び掛けます。

◆日時／ ３月11日（日）午前10時～
◆会場／水神社境内（豊川観音堂）

【問い合わせ】

中仙市民会館（ドンパル）

☎0187-56-7200

介護職員基礎研修科
求職者支援訓練受講者募集

　介護の基礎を学び、資格取得と

介護分野への就職を目指しません

か。一定の要件を満たす方には、訓

練期間中、月額100,000円と交通費
（上限あり）が支給されます。

◆受講期間／４月23日（月）から10
月22日（月）まで（土・日、祝日を除く）
◆時間／午前９時10分～

午後３時50分
◆会場／大曲地域職業訓練センター

◆受講料／無料（別途、テキスト代

18,860円、実習先への交通費、健康診断・

インフルエンザ予防接種にかかる費用）

◆定員／30人
◆申し込み方法／最寄りのハロー

ワークで申し込み

◆申込期限／３月28日（水）
【問い合わせ】

スマイルケアスクール大仙校

実施機関・株式会社丸新製作所

☎0185-54-5670

新規学卒者の就職活動を支援
学卒集中支援窓口

ハローワーク大曲では、今春に

高校や大学（短大、高専、専修学校を含

む）を卒業する方の就職相談に応じ

ています。

　求人情報の提供のほか、応募書

類の作成指導や面接対策などの支

援をします。ぜひ活用ください。

【問い合わせ・支援窓口】

ハローワーク大曲 ☎0187-63-0335

つながるいのち・つなげるいのち
大森山動物園・小松園長講演会

　大自然の中で、生き残るための

工夫と挑戦を続けてきた動物たち

の姿を見ながら、いのちのつなが

りについて考えてみませんか。

◆対象／小学３～６年生とその保

護者

◆日時／３月20日（火）
午後１時30分開演（午後１時開場）
◆会場／大曲市民会館・小ホール

◆入場料／【小学生】200円
【保護者】300円
◆講師／小松守さん（大森山動物園長）

【問い合わせ・申し込み】

ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

東日本大震災から１年
日ごろの備えを再確認

【日ごろの備え】

○安全な避難場所、避難経路の確認

○災害用伝言板サービスの活用な

ど家族の連絡手段の確認

○家具の転倒、落下防止など自宅

内・自宅周辺の点検

○懐中電灯、携帯ラジオ、水筒、救

急用具、貴重品、非常食品などの

確認と用意

【大きな揺れを感じたら津波に注意】

　津波情報をテレビや携帯ラジオ

で確認し、津波警報が発表された

ら、すぐに高台に避難しましょう。

（近くに高台がない場合は丈夫で高い建

物のより高い階に避難しましょう）

【問い合わせ】

大仙警察署 ☎0187-63-3355

県立農業科学館
ボランティアを募集

　各種教室・企画展示の補助や植

栽物の管理、館内の説明などを行

うボランティアを募集します。

◆応募資格／平成24年４月１日現
在20歳以上で、年間をとおして月
１日（または半日を２回）以上活動で

きる方

◆活動時間／午前９時30分～午後
３時30分（活動日時は自由に設定可）
◆定員／45人程度
◆申し込み方法／農業科学館に用

意してある申込用紙に記入・押印

の上、提出

◆申込期間／

３月３日（土）から９日（金）まで

【問い合わせ・申し込み】

県立農業科学館 ☎0187-68-2300

健康長寿は笑いから
笑学校 in仙北組合総合病院

　「アカデミック漫談」「秋田弁シ

ャンソン」「とんちんかん漫談」「昔

話」「クリニック漫談」など、楽し

い授業が盛りだくさん。

　笑いながら健康長寿の秘
ひ

訣
けつ

を学

びませんか。

◆日時／３月25日（日）午後１時～３時
◆会場／仙北組合総合病院２階

・内科外来待合ホール

◆入場料／無料

【問い合わせ】

日本笑い学会秋田県幹事

人
じん

星
せい

亭
てい

喜
き

楽
らく

駄
だ

朗
ろう

さん

☎090-5232-8009

この国は私たちが守ります
自衛官募集

　一般幹部候補生と予備自衛官を

募集します。詳細は問い合わせく

ださい。

【一般幹部候補生】

受験資格／平成25年４月１日現在
20歳以上26歳未満で大学を卒業し
ているか卒業見込みの方

申込期限／４月27日（金）
試験期日／５月12日（土）
【予備自衛官補（一般公募）】

受験資格／平成24年４月１日現在
18歳以上34歳未満で自衛官の経験
がない方

申込期限／４月４日（水）

試験期日／４月13日（金）から16日
（月）までのうち、いずれか１日

【問い合わせ】

自衛隊秋田地方協力本部

大仙地域事務所 ☎0187-63-1313

地元企業を見学してみませんか
おらほの企業を訪問・見学しよう！

　地域が誇るものづくりの現場を

見学してみませんか。

◆対象／小学生（３年生以下は保護者

の付き添いが必要）※一般の方の参加も可

◆日時／３月23日（金）
午前９時10分～11時30分

◆見学企業／（株）秋田今野商店、

東北醤油（株）

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局地域企画課

☎0187-63-5226

 親子で一緒に野球しよう
 春一番 全員集合！マラソン野球大会
　少年野球発祥の地、神岡。500
歳野球が毎年開催されている神

岡野球場を舞台に、親子３世代

の参加者が２チームに分かれ、

43イニングを戦い抜く「マラソ
ン野球大会」を開催します。

　体力の続く限り、野球を愛す

るみんなで一つの白球を追いか

けませんか。

　試合当日は県南のＢ級ご当地

グルメが大集合。球場付近で出

店します。

◆日時／４月22日（日）
午前８時試合開始

（午前６時30分受け付け開始）

◆会場／神岡野球場

◆定員／

【小学生】50人
【中学生】40人
【高校生以上】30人
【500歳野球加盟会員】30人

◆参加費／500円（保険料込み）
◆申し込み方法／大曲青年会議

所に用意してある申込書に必要

事項を記入の上、持参するかフ

ァクスまたは郵送してください。

（電話で連絡いただいた方には申込書

を送付します）

◆申込期限／３月23日(金)
【問い合わせ・申し込み】

社団法人大曲青年会議所

 （土・日、祝日を除く午後１～４時）

☎0187-62-0883（℻兼）
〒014-0027 大曲通町5-2

流雪溝のふたの閉め忘れに注意

転落事故などを防ぐため、除雪作業の後は、
必ず流雪溝のふたを閉めましょう。



3月1日 木 ～20日 火
大仙市の行事予定

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

16 金

17 土 西仙北地域行政相談■午前10時～正午
 ■高齢者ふれあいセンター

3／1 木

2 金

外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  たかはし歯科医院（美郷町）☎ 0187-82-1118
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

18 日

12 月
「人と農地の問題解決に向けた施策」に関する説明会
 ※要申し込み ▶P.12
■午後２時～■神岡農村環境改善センター

「人と農地の問題解決に向けた施策」に関する説明会
※要申し込み ▶P.12
■午後２時～■協和市民センター（和ピア）

13 火

「人と農地の問題解決に向けた施策」に関する説明会
※要申し込み ▶P.12
■午後２時～■仙北ふれあい文化センター

水14

3 土

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
■【家庭系ごみ】65円／10㎏ 【事業系ごみ】110円／10㎏
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  ささき歯科医院（仙北市）☎ 0187-44-3548
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日4

子育てママの就職相談 ※要申し込み 
■午後１時～４時■女性センター8 木

第 39 回大仙市大曲青少年健全育成推進集会
※要申し込み ▶P.12
■午前１時 30分～（午後１時受け付け開始）■大曲交流センター

金9

外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-65-2238
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日11

家庭でできる身近な地球温暖化防止講演
・ダンボールを使った生ごみ堆肥化講座 ※要申し込み ▶P.13
■午前10時～■大曲交流センター

10 土

20 火
春分の日

INFO.EV   NTSE

月の子育てイベント情報3

【問い合わせ・申し込み】 各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

※申し込み状況で、申込期限前に締め切ることがあります。

地域 日時 開催場所 事業名 申込期限

大曲
８日（木）
10:00～ サンクエスト

大曲 みんなであそぼう

６日
（火）

15日（木）
10:00～

13日
（火）

神岡 ６日（火）
9:30～

すくすく
だけっこ園

お友達と一緒に
好きな遊びを

楽しみましょう
５日

（月）

西仙北 ８日（木）
10:00～

みつば
保育園 お別れ会 なし

南外 16日（金）
9:30～ 南外保育園

おはなし
なあ～に？！
（お話の会）

15日
（木）

仙北 ７日（水）
9:30～

仙北南
保育園

お別れ
お楽しみ会

２日
（金）

　未就園の子どもを対象にした、各地域子育て支援セ
ンターでのイベントをお知らせします。

【問い合わせ】 まるこのひろば
子育て＝☎ 0187-63-2344 　高齢者＝☎ 0187-63-2544

※体操教室…毎週月曜日（祝日除く）
①午前10時～②午後１時30分～

「みんなで歌おう」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所
３日（土）
10:30 ～

「ひなまつり」
（みんなで楽しく）

【随時】高齢者と
子育て親子の生活相談

15日（木）
13:30 ～

「ためになる薬の話」
（薬剤師さんの話で一年を振り返ろう！）

16 日（金）
10:30 ～

「いっしょに遊ぼう」
（親子で交流を）

【随時】高齢者と
子育て親子の生活相談

17 日（土）
13:30 ～

「みんなで歌おう！」の集い
（大きな声を出してスッキリ）

26 日（月）
10:30 ～

「お誕生会」
（３月生まれの子）

【随時】高齢者と
子育て親子の生活相談

「まるこのひろば」  3月のイベント案内
　大花都市再生住宅１階の子育て支援拠点施設と高齢
者生活相談所で各種イベントを行います。

子育ての悩みをご相談ください
まるこ電話相談
0187- 63- 4166
午前 10 時～午後４時（水曜休館）

まるこの広場では子育ての悩み相談に応じて
います。気軽にご相談ください。

19 月

協和地域行政相談■午前９時～正午■水沢世代交流福祉館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティーセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

5 月 平成 24 年第１回大仙市議会定例会（２日目）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）

火6 平成 24 年第１回大仙市議会定例会（３日目）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）

7 水 平成 24 年第１回大仙市議会定例会（４日目）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）

木15 平成 24 年第１回大仙市議会定例会（５日目）
■午前 10 時～■議場（大曲庁舎）
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新作花火
コレクション

会場までのルート /  Access Map

大曲 I.C.

至横手市

至秋田市

大曲西道路
学校給食
総合センター

至市街地方面

大曲西中

山の手ホテル

農業科学館

大曲球場

秋田自動車道

余目公園

大曲ファミリー
スキー場

当日の交通状況により
通行止めになる場合が
あります。

駐車場・交通規制の詳細は、
大曲花火倶楽部のホームペー
ジでお確かめください。

新作花火コレクションはその年の花火シーズンを
先取りした花火の競技大会です。

　全国からアイデアに優れた新進気鋭の若手花火師（花
火作家）が選抜され、技術的に難しい小玉（４号玉10発・５号
玉５発）で、創造性の高い花火を製作し、新作花火の発表
会を兼ねた競技会を行います。
　空気が澄み、花火がきれいに見えるこの季節。残雪の
ゲレンデに咲き誇る光の芸術をお楽しみください。

【問い合わせ】
 NPO法人大曲花火倶楽部 ☎0187-62-6887
 www.geocities.co.jp/omagarihanabiclub/

土3 / 24 午後６時20分～
会場／大曲ファミリースキー場

今日も〝だいせん日和〟担当者コラム
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人　口 89,591人     （-  98）

　男 42,142人     （-  62）

　女 47,449人 （- 36）

世帯数 30,893世帯    （- 5）

出　生   46 人
死　亡   139 人
転　入   89 人
転　出   94 人

1/31現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳
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島
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福
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